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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

次世代において、現状の物質生産とその享受による恩恵を維持した持続可能な社会の実

現のためには、地球環境にやさしい、環境低負荷な手法及び工程での物質生産技術の開発

と、環境浄化や低エネルギーを指向した新規機能材料の創製を柱とするグリーンイノベーシ

ョンが必要不可欠である。このような背景の中、物質を構成する分子を自由に操る分子ナノ

テクノロジーにおける革新的技術開発によるグリーンイノベーションが重要である。 

本研究プロジェクトでは、環境低負荷型の有機及び無機触媒、物質変換反応及びプロセス

を開発するテーマ１と、環境低負荷型の新規有機・無機機能材料を開発するテーマ２が集結

して、双方の研究成果を融合させ、グリーンイノベーションのための新しい分子ナノテクノロジ

ーを開発することを目的とした。特に、本プロジェクトでは、以下に示す４つの分野における研

究を重点的に行うことを計画した。１）バイオマスの活用技術の開発として、再生産可能な資

源である糖質を有効活用するための触媒やプロセスを開発する。また、二酸化炭素及び亜

酸化窒素を資源化するための触媒や反応を開発する。２）理想的合成反応の開発として、環

境に低負荷型の無触媒、無有機溶媒、水中、電気化学的及び自動触媒化反応の開発を行

い、これらの生理活性物質や機能性材料の実践的合成への応用を検討する。３）環境低負

荷型高分子材料の創製として、環境汚染物質に見られる油成分を効率的に吸収することで

除去可能な高分子ゲルの創製、及び有機溶媒を使用せず、水を流出溶媒に用いて有機物

質を分離する物質分離デバイスの創製を行う。４）環境低負荷型無機材料の創製として、自

己集積型金属錯体をコアとした環境低負荷型かつ多重機能性の磁性液晶の創製を行う。 

 以上、本プロジェクトは、環境問題に対して、グリーンイノベーションのための分子ナノテクノ

ロジーの開発により、科学技術的な立場での解決に貢献することを目標として遂行された。 

（２）研究組織 

本研究プロジェクトは、プロジェクト全体を統括する研究代表者（戸嶋）の下、物づくりを主

体とする化学の分野における、物質生産技術の開発と機能材料の創製に関する２つのグル

ープから構成され遂行された。また、本研究プロジェクトは、理工学研究科（矢上キャンパス）

と薬学研究科（芝キャンパス）という２つのキャンパスで展開しているが、研究代表者は、両者

の架け橋として、公開シンポジウムなどを通じて、有機的な繫がりを常に強化しながら行っ

た。さらに、研究代表者は、国内にとどまらず、中国（Prof. Biao Yu）、韓国(Prof. Kwan Soo 

Kim)及び台湾（Prof. Hsiu-Fu Hsu）に置いた拠点アドバイザーを通じて、２国間のジョイントシ

ンポジウムを行うなど、アジア主要大学との連携を強化しながら行った。 

また、各研究分担者は、本プロジェクトの目的を達成するために、個々に設定した研究課

題を遂行するとともに、研究者間の情報交換により、共同研究を強化し、研究期間内に目的

を達成することを目指して行った。本プロジェクトは、大別して、１．バイオマスの有効活用技

術の開発（戸嶋、須貝、山田、及び高橋）、２．理想的合成反応の開発と応用（西山、中田、千

田、朝倉、及び高尾）、３．環境低負荷型高分子材料の創製（藤本、金澤、及び羽田）、４．環

境低負荷型無機材料の創製（吉岡及び片山）、の４つのアプローチで展開された。尚、構成メ

ンバー全員による公開シンポジウムの開催、年度毎に研究成果報告書を作製・配布、及び

研究業績をインターネット公開することで各々の研究の進捗状況を確認しながら進められた。 

研究プロジェクトに参加した研究者・大学院生・PD の状況は、本プロジェクトの全期間を通

じて、慶應義塾大学大学院理工学研究科専任教員１１名、同薬学研究科専任教員３名と中

国、韓国及び台湾拠点におけるアドバイザー各１名が参画して本プロジェクトの遂行に当たっ

た。尚、各研究分担者の研究室に所属する大学院生も研究遂行を担当した。 

 さらに、研究支援体制としては、理工学研究科が、適切な予算管理などを含め、本研究プロ

ジェクトを強力に支援し、本プロジェクトが遂行された。尚、共同研究機関は無いため、連携

の必要はなかった。 
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（３）研究施設・設備等 

 研究施設の総面積は、およそ１，７０９m2であり、本研究プロジェクトの構成メンバー（１２名）

及び所属の大学院生（毎年平均１００名程度）が主に使用した。 

 本プロジェクトで使用するために購入した研究設備である「超高感度等温滴定型カロリメー

タ 」は、平成２５年１月に設置後、週平均１５時間程度使用された。また、「インテリジェント蛍

光検出器」は、平成２５年１２月に設置後、週平均１２時間程度使用された。さらに、「マイクロ

プレート検出システム」は、平成２６年８月に設置後、週平均６時間程度使用された。また、

「マルチ分取ＨＰＬＣ装置」も、平成２７年６月に設置後、週平均６時間程度使用された。このよ

うに、いずれも本プロジェクト遂行のために、フル稼働で利活用された。 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

テーマ１：グリーンイノベーションのための物質生産技術の開発 
 １－１）バイオマスの有効活用技術の開発： 

 再生産可能な農林水産資源である糖質は、枯渇資源である石油資源に代わる次世代の代

替資源として有力であり、その有効な利活用技術の開発と、現在、環境問題の原因物質とな

っている二酸化炭素や亜酸化窒素などを固定化・資源化するための新規触媒及び反応の開

発は、グリーンイノベーションのための物質生産技術として重要である。これらの観点から以

下の研究が展開された。 

 戸嶋は、片山との共同研究により、再生産可能な資源である高分子量のバイオマス糖質キ

シランに着目し、＊１ 難溶性のキシランをイオン液体に溶解後、酸触媒下、脂肪族長鎖アル

コールと反応させることで、一段階で、生分解性界面活性化剤としての機能を有するアルキ

ルキシロシド（配糖体）を得る方法を開発した。また、＊２ 本手法はバイオマス糖質キトサン

へと応用することが可能であり、キトサンを原料として効率的にアルキルグルコサミニドを合

成する手法を開発した。次に、単糖の配糖化法として、従来の重金属やルイス酸を用いず、

＊３ ナフトール類を回収及び再利用可能な光有機酸触媒として用いた光グリコシル化反応

を開発した。さらに、高橋との共同研究により、ナフトールに替わる新たな有機光酸触媒を探

索した結果、＊４ ナフタレンチオール類及び＊５ ある種の芳香族チオウレアが有機光酸触

媒として効果的に機能することを初めて見出した。特に、芳香族チオウレアを光酸触媒として

用いた場合、得られた配糖体のα/β立体選択性が反応系中の濃度に大きく依存することを

見出し、反応系の濃度を変更することでα/β両異性体を高い立体選択性で作り分けること

のできる新たな配糖化法を開発した。次に、＊６ 配糖化法において、環境高負荷な強酸性

試薬の代替としてトリフェニルホスフィンを新規反応促進剤とした効率的ヨードグリコシル化反

応を開発した。さらに、キラルなブレンステッド酸を使用することで、＊７ アルコールの不斉を

識別し、ラセミ体のアルコールから一方のアルコールの鏡像体とのみ反応する、従来類例の

ないジアステレオ選択的な配糖化法を開発した。次に、高橋との共同研究により、＊８ 1,2-

アンヒドログルコースを糖供与体とし、芳香族ボロン酸と cis-1,2または 1,3-ジオールとを脱水

縮合したボロン酸－糖受容体エステル触媒を用いた位置及び立体選択的α-グリコシル化

反応を開発し、本反応を鍵反応とした生理活性糖質の精密合成を達成した。また、＊９ 本

手法が位置及び立体選択的β-マンノシル化反応にも適用可能であることを実証した。さら

に、本手法を応用することで、＊１０ 無保護糖受容体に対して位置及び立体選択的に配糖

化が行える新たなグリコシル化反応を開発した。また、芳香族ボリン酸とモノオールとを縮合

したボリン酸―糖受容体エステルを触媒として用いた立体選択的＊１１ α-グリコシル化反

応及び＊１２ β-マンノシル化反応を開発し、天然生理活性糖脂質アクレモマンノリピンＡの

全合成を達成した。 

 須貝は、天然に豊富な糖質を有用物質に変換する新手法の開拓に取り組んだ。多くの糖

質は天然資源から入手容易で、高度に立体制御された多数の不斉中心や官能基を活用し、
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ファインケミカルズの合成原料として有用である。しかし、合成原料や中間体として有効活用

するためには、多数存在するヒドロキシ基を適切に保護した誘導体を調製する必要がある。

そこで、酵素法及び化学法を相補的に活用した新手法を開発した。すなわち、具体的には、

天然由来の配糖体を出発原料とし有用物質を調製する研究として、＊１３ ルテオリン、フィ

セチン、＊１４ アカセチン、コクリオフィリン A、＊１４ レスベラトロール-3,5-ジグルコシド、＊

１５ アストリンギン等の合成に成功した。また、アグリコンから配糖体を効率よく合成する研

究として、＊１６ オキカメリアシドの合成に成功した。さらに、安価な糖質を位置選択的に保

護・活性化し、有用で貴重な糖質に変換する研究として、＊１７ laninamivir および＊１８ L-

グルコース保護体の合成に成功した。また、千田との共同研究により、入手容易な 3-メトキ

シトルエンから誘導される＊１９ ラセミ体のジオールとラウリン酸ビニルを用いて，リパーゼ

アマノ AKによる速度論的光学分割を行い、光学活性なジオールを極めて高い光学純度で得

る手法を開発した。さらに、その手法を活用することで、重要な抗がん剤であるタキソールＣ

環部のスケーラブルな合成を達成した。 

 山田は、有機合成化学を主体とする化学の分野における、環境低負荷型の物質生産技術

の開発に重点を置いた研究を展開した。具体的には、現在、環境問題の原因物質となってい

る二酸化炭素を固定化・資源化するための新規触媒及び反応の開発を行い、＊２０ 第１級

o-アルキニルアニリンに対し，DBU 存在条件で二酸化炭素を作用させると，カルバミン酸中

間体が，銀触媒で活性化されたアルキンで捕捉され対応するベンゾオキサジン-2-オンを経

由し，＊２１ さらにイソシアナートを経由する転位反応の結果，4-ヒドロキシキノリン-2(1H)-

オン誘導体が得られることを明らかにした。これにより、二酸化炭素と新たな炭素-炭素結合

を形成する固定化反応による複素環化合物の新たな合成方法を確立した。次に、マイクロ波

併用の有機合成反応について新しい概念の提案に成功した。マイクロ波を利用する有機合

成反応は1986年に報告されて以来、熱的な効果に加えてマイクロ波特異効果の存在が議論

されてきた。反応時間の大幅な短縮、選択性の向上など熱的効果だけでは説明できない現

象が報告されている。本研究では、＊２２ 触媒的不斉合成反応にマイクロ波照射を適用す

ることにより、不斉収率を維持しながら反応時間の大幅な短縮に成功した。すなわち，＊２３ 

ビアリールラクトン類のラセミ化の半減期を測定したところ、同一温度でマイクロ波照射を併

用した場合、半減期が有意に短縮することが明らかになった。この結果はマイクロ波エネル

ギーが配座平衡に直接作用したと考えることができる。そこで，＊２４ 触媒的不斉クライゼン

転位反応への適用を試みたところ、不斉収率を完全に維持しながら反応時間は 10分の 1程

度に短縮されることがわかった。これらの結果は，熱的な効果だけでは説明できないことか

ら，マイクロ波特異効果を観測したと結論した。 

 高橋は、（平成 28 年 10 月 1 日より）、戸嶋との共同研究により、ナフトールに替わる新たな

有機光酸触媒を探索した結果、＊４ ナフタレンチオール類及び＊５ ある種の芳香族チオウ

レアが有機光酸触媒として効果的に機能することを初めて見出し、これらを有機光酸触媒と

して用いた光グリコシル化反応を開発した。次に、1，2-アンヒドロ糖を糖供与体とし、芳香族

ボロン酸とcis-1,2または1,3-ジオールとを縮合したボロン酸－糖受容体エステル触媒を用い

た位置及び立体選択的＊８ α-グリコシル化反応及び＊９ β-マンノシル化反応を開発し、

これらを鍵反応とした生理活性糖鎖の合成を達成した。さらに、本手法を応用することで、＊

１０ 無保護糖受容体に対して位置及び立体選択的に配糖化が行える新たなグリコシル化反

応を開発した。また、芳香族ボリン酸とモノオールとを縮合したボリン酸―糖受容体エステル

を触媒として用いた立体選択的＊１１ α-グリコシル化反応及び＊１２ β-マンノシル化反

応を開発し、本反応を鍵反応とした天然生理活性糖脂質の全合成を達成した。 

１－２）理想的合成反応の開発と応用： 

 環境に低負荷型の理想的有機合成法の開発と応用を目的とし、従来の環境高負荷型の有
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機溶媒や触媒などを使用しない新たな合成法の開発、すなわち、無触媒反応、無有機溶媒

反応、水中反応、電気化学的反応および自動触媒化反応の開発による有用有機化合物の

新合成法の開発と有用物質合成への応用は、グリーンイノベーションのための物質生産技

術として重要である。これらの観点から以下の研究が展開された。 

 西山は、（平成 26 年 3 月 31 日までの間）、有機電気化学的手法による環境低負荷型の合

成手法を駆使した有用生物活性物質の合成研究を行い、＊２５ ホウ素ドープダイヤモンド

電極（BDD）を用い、安定したメトキシラジカルの供給による有機合成反応、及びこれを用い

た＊２６ 不斉炭素構築反応を開発した。さらに、これを陰極として用いた＊２７ 還元反応に

よる生物活性物質ネオリグナンの合成に成功した。さらに、＊２８ 電気化学的に発生させた

電解酸を利用する配糖化法を開発した。また、電極反応の特性の一つである１電子及び２電

子酸化反応を高選択選択的に行い、生物活性を示す＊２９ イソキノリンアルカロイドである

O-メチルタリブリン、及び＊３０ 海洋天然物であるヘミフィスツラリンの全合成を達成した。 

 中田は、理想的合成を目指した新しい有機化学反応の開発と天然生理活性物質の全合成

研究を展開した。すなわち、＊３１ Bischler–Napieralski 型環化反応による、芳香族 5 員環ラ

クタム(イソインドリノン)の効率的合成法の開発と、本反応を利用した抗腫瘍性抗生物質ラク

トナマイシンおよびラクトナマイシンＺの全合成を達成した。また、短工程無保護での合成経

路及び多段階ワンポット反応を駆使して、より理想的合成に近い合成経路での、＊３２ 海洋

天然物ポリマキセノライド類、及び＊３３ アンサマクロライド系抗生物質ケンドマイシン類の

全合成を達成した。さらに、＊３４ 2,4,6-triisopropylphenyllithium を用いた Barbier 型反応に

よるアリール-β-C-グリコシド合成法の開発と、本反応を利用したレゾルシン酸ラクトン類に

属するパエシロマイシン B の全合成を達成した。また、有機合成化学的に興味深い構造を有

し、かつ＊３５ 海水エビの幼虫に対する毒性とエリスロポエチン依存性白血病細胞株 UT-7

の増殖阻害作用を有するトーマイシン類、及び＊３６ 天然物としては他に例がない 1,3-ジチ

アン構造をもつこと、インドール、イミダゾール、フェノールの 3種の異なる芳香環を有するファ

スメリアナミン類の全合成にも成功した。 

 千田は、無触媒転位反応を利用した医薬品合成キラル素子の創製を目的として研究を展

開した。すなわち、触媒を必要とせずに進行するシグマトロピー転位反応を、バイオマス糖質

を炭素資源由来とする基質に対して行う合成方法論を確立し、これまでに、＊３７ 連続的

Claisen/Claisen 転位反応の開発とその応用によるモルヒネの合成、＊３８ オルトアミド型

Claisen転位反応及び連続的Claisen/Overman転位反応の開発とその応用によるカイニン酸

の合成、及び＊３９ 連続的 Overman/Overman転位反応と Overman/Claisen転位反応の開

発に成功した。さらに、オルトアミド型 Overman 転位反応を行った後，同じフラスコにオルト酢

酸トリエチルと酸を加えることによる＊４０ ワンポット連続的 Overman/Claisen 転位反応を確

立し、また、＊４１ 鎮咳活性を有するアルカロイド，ステモアミドの全合成も達成した。次に、

α,β-不飽和エステルにおける Overman 転位は、これまで進行しないとの報告がなされてい

たが，＊４２ 反応温度を高温とすることにより，Overman 転位が高収率で進行することを見

出した。これにより様々な生物活性を示すα,α-二置換アミノ酸を短工程で合成てきる手法

を確立した。さらに須貝との共同研究として、入手容易な 3-メトキシトルエンからラセミ体のジ

オールを合成し、このジオールの＊１９ 酵素による光学分割により、光学活性なジオールを

合成し、これを用いることで、強力な抗腫瘍活性を示すタキソール C 環部のスケーラブル合

成を達成し、毒性の高い金属触媒を使用しない環境低負荷型の合成法を開発した。 

朝倉は、キラリティーを有する物質をホモキラルな状態として生産する技術が、医薬品、食

品、及び液晶などの分野におけるグリーンテクノロジーとして重要であることから、平衡化学

系においては「散逸構造」と呼ばれる自己組織化した状態が生じること、またその散逸構造

の一例として挙げられる「キラル対称性の破れ」という概念に着目し、自発的にホモキラルな
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状態が発生する化学反応系、結晶系、及び液晶系を設計し、鏡像異性体の一方のみを環境

低負荷で生産する技術開発を行った。＊４２ 生命系を模倣した散逸構造の研究の中でも特

に＊４３ キラル対称性の破れ転移に重点を置き、まず 1) キノリンアルデヒドを用いた Soai

反応の反応解析を行った。高尾との共同研究により、撹拌状態が異なることで、Soai 反応の

みならず芳香族環が直接アルキル化される副反応が進行すること、及びこの副反応による

生成物の分子構造の同定に成功した。さらに、キラル自触媒的に進行する塩素酸ナトリウム

の結晶化において、結晶化系の撹拌無しに、どちらか一方の旋光性を有する結晶を優先的

に析出させるオリゴマーの存在を確認した。次に、2) 不斉増幅を可能とする液晶系の開発に

おいて、アキラルな液晶分子に対してキラルな液晶分子を添加することで、構造色を呈する

現象を見出すことに成功した。また、3) リン脂質誘導体の結晶化挙動におけるホモキラルで

あることの物理化学的優位性、について検討し、長鎖アシル基を導入したリン脂質誘導体の

合成に成功し、ラセミ体と光学活性体で、結晶化挙動が異なることを見出した。さらに、非平

衡条件下で自発的に時空間リズムを発生させる化学系の挙動制御とそこで同時に進行する

重合反応の制御について検討した結果、＊４４ ホタルのように時間周期的に発光するルミノ

ールを添加した HKCN という化学系に赤と白の光を交互照射することで、その照射周期に発

光周期を引き込むことに成功した。次に、液膜途工という非平衡条件下における自発的空間

パターン形成の制御とその化粧品技術への応用について検討し、＊４５ サンスクリーン剤を

塗布する際に、ヴィスコスフィンガリング現象により発生する空間周期ストライプパターンが、

紫外線透過度に与える影響について、定量的に明らかにした。また、回転霧化塗装のモデル

としての回転基板に延伸された液膜における自発的流動パターン発生とそこから放出される

液滴へもたらす影響を調査し、＊４６ 実際に回転霧化塗装に用いられるベルカップの開発

に成功した。さらに、＊４７ 疑似サンスクリーン試料を調製する際に、難溶性の紫外線 A 波

吸収剤 2 種を化粧用オイルと混合させることで、高濃度で溶解が可能となる組成を見出すこ

とに成功した。 

 高尾は、通常の有機合成化学反応では、溶媒として環境負荷の高い有機溶剤が必要であ

るが、水中で無機塩存在下行える Barbier反応に着目し、＊４８ 容易に入手可能なキラルな

アルデヒドと亜鉛粉末を用いることで目的とする反応が進行することを見出し、これまでに成

功例の少ない不斉四級炭素の構築を開発した。さらに、＊４９ 本合成法を用いた生物活性

物質ビブサニン A の初の全合成を達成した。次に、(+)-ビブサニンＡの同族体である(+)-ビブ

サニンＢの全合成を検討した。すなわち、まず、酸化度の高い上部セグメントの合成を行い、

これに Barbier 型アリル化反応により合成した下部セグメントをカップリングさせ、全ての炭素

原子の揃った重要中間体の合成を達成した。さらに、＊５０ アリルホウ素化反応による不斉

四級炭素の立体選択的構築法を見出した。アリルホウ素化反応では Felkin–Anh モデルによ

って立体選択性が発現するので、Barbier 型アリル化反応と相補的な関係となる反応の開発

に成功した。また、朝倉との共同研究では、＊４３ キノリンアルデヒドを用いた Soai 反応のメ

カニズム解析を行い、撹拌状態が異なることで進行する副反応と生成物の同定に成功した。 

 

テーマ２：グリーンイノベーションのための機能材料の創製 
 ２－１）環境低負荷型高分子材料の創製： 

 汚染物質としての油成分を、水と油の混合系から選択的に吸収・除去可能な環境調和型の

新規高分子ゲルの創製とそのリサイクル使用法の確立、環境に高付加な有機溶媒を用い

ず、水を用いて有機分子を選択的に分離する分離デバイスの創製、及び環境高負荷型天然

抗原に替わる安全性が高い多糖型人工合成抗原の創製は、グリーンイノベーションのため

の有機機能材料開発として重要である。これらの観点から以下の研究が展開された。 

 藤本は、微粒子材料に焦点を絞り、１）重合反応によって環境浄化用微粒子を作製する方
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法、および２）ポリマーの集積化によって環境浄化用微粒子を作製する方法の開発に取り組

んだ。１）では、まず、＊５１ 化学反応性を有しているゲル微粒子を沈殿重合法によって作製

することにより、吸収速度の向上と多様な現場での適用を可能とするプラットフォームを構築

した。次に、＊５２ 水と油類を共に吸収できる両親媒性ゲルを作製した。このゲル微粒子に

親油性基を化学的に導入、あるいは親油性部位を内部に封入することによって、水中におい

て油類を吸収できるゲル微粒子の作製に成功した。また、＊５３ 吸収物質の回収とリサイク

ル使用を可能とする機能を創出した。すなわち、モノマー組成の調節と重合後の化学的改質

により、環境条件に応答して膨潤収縮性が変化するゲル微粒子を作製し、この挙動を利用す

ることによって吸収物質の保持および放出を可能にした。また、微粒子の表層をポリマー鎖

で被覆することにより、物質の封入調節と保持能の向上に成功した。これら機能付与によっ

て微粒子のリサイクル使用の可能性を見出すことができた。さらに、＊５４ 沈殿重合におけ

るモノマーの反応性を調節することによって、ゲル微粒子の中空構造化に成功した。これによ

り膨潤性の向上と吸収量の増加を達成した。次に、２）では、バイオ由来素材を用いたゲル微

粒子の創製を行い、環境浄化用材料への応用を検討した。まず、ＤＮＡの微粒子化のため

に、カチオン性界面活性剤を添加することで DNA の沈殿・集積を行い、続いて、微粒子内に

おいてCaPの再析出と結晶成長を行うことによって、結晶性（結晶面の比率など）の調節を行

った。こうした工夫により、＊５５ モデル物質が回収可能な微粒子プラットフォームの構築を

達成した。次に、＊５６ DNA のシェル層を有するコアシェル型微粒子を創製した。重合法に

より、DNA に対して高いアフィニティを有するコア微粒子を作製し、このコアにキレート結合を

介して DNA のシェル層を形成させることに成功した。さらに、コアシェル型微粒子は、コア部

がシェル部に取り囲まれた二層構造であり、DNAシェル由来の物質回収能によって色素の吸

着を行うことができた。また、シェル層の脱着による色素の回収とシェル層の再生を達成し

た。さらに、＊５７ ナノ水滴を反応容器として DNA の微細構造を調節しつつ、微粒子の創製

を達成した。微粒子の創製方法における工夫として、微小空間として W/O(Water-in-Oil)型ミ

ニエマルションのナノ水滴に着目した。このナノ水滴を反応容器とみなして、DNA 鎖と相互作

用する金属カチオンとカチオン性ポリペプチド、さらにノニオン性のポリエチレングリコール

(PEG)をそれぞれ添加し、ナノ水滴内の環境条件を調節することで、DNA 微粒子の形成と構

造制御に成功した。さらに、汚染物質の回収として、得られた DNA 微粒子によってモデル色

素を吸着させることができた。 

 金澤は、環境負荷を低減する水系分離デバイスの構築を目的として、ポリ(N-イソプロピル

アクリルアミド) を基盤とする刺激応答性の高分子を固体表面にナノサイズに修飾することに

より、外部環境に応答し性質を変化させる機能性ナノ界面を構築し、分離デバイスへの応用

について検討した。すなわち、疎水性物質及び荷電性物質を共重合した刺激応答性の高分

子を設計し、ゲル修飾法を用いてシリカゲルビーズ表面にナノメータサイズの高分子層を形

成させ、温度により疎水性相互作用と静電的相互作用を制御可能な分離担体を構築した。さ

らに、本分離担体を固相抽出用カラムとして応用し、リゾチームの精製に用いた結果，酵素

活性はカラムによる精製後でも維持されていることが確認された。＊５８ さらに、ヒト血清ア

ルブミン(HSA)を 125I 標識し、HSA の回収率を求めたところ 80％以上の高い回収率が得られ

た。モデル化合物として抗てんかん薬フェニトインの分離を行った結果ではフェニトインは低

温側では吸着され、高温側では溶出されたことから、温度による静電的相互作用の制御が

可能であることが示された。温度変化による充填剤表面の親水/疎水及び荷電/非荷電変化

を利用することによって、従来の固相抽出法とは異なり、有機溶媒を全く用いずに水系移動

相のみの温和な条件でタンパクなどの生体高分子を精製可能であることが示された。このよ

うに、環境に高付加な有機溶媒を用いず、水を用いて有機分子の選択的分離を制御する新
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しい分離デバイスの創製はグリーンイノベーションのための物質生産技術として期待される。

次に、＊５９ 分離デバイスにおける分離選択性の向上のために種々の共重合や高分子自

由末端官能基による親水性/疎水性、荷電性/非荷電性の付与、及び＊６０ アミノ酸誘導体

導入による分子認識能向上（光学活性体の分離）など刺激応答性高分子の新たな機能付与

にも成功した。さらに、凝集・変性を起こしやすいタンパク質の分離・精製を目的とした＊６１ 

温度応答性アフィニティーシステムの開発を検討し、従来のような低 pH・高塩濃度の溶媒を

用いる必要がなく、温和な条件下、タンパク質の分離・精製を可能とする環境低負荷型の分

離デバイスの創製に成功した。 

 羽田は（平成 28 年 3 月 31 日までの間）、寄生虫を継代培養せずに化学的手法を用いるこ

とで、環境低負荷型の機能性材料創製を行い、＊６２ エキノコックス属の多包条虫および単

包条虫から見出された糖タンパク質糖鎖のコアとなる三糖、四糖、五糖及び分岐した六糖の

還元末端にビオチン部位を導入した糖鎖―ビオチン体の化学合成に成功した。次に、ブタ・イ

ヌ両回虫による幼虫移行症の鑑別及び確定診断へ応用される、＊６３ ブタ回虫より見出さ

れた糖脂質の還元末端糖のコアとなる 5 種の糖鎖の各還元末端にビオチンを導入した糖鎖

―ビオチン体の化学合成に成功した。さらに、＊６４ マンソン住血吸虫由来糖鎖の合成にも

成功した。 

 ２－２）環境低負荷型無機材料の創製： 
 自己組織化能を有する自己集積型の金属錯体をコアとした環境低負荷かつ多重機能型の

磁性液晶の創製、及び環境低負荷型溶剤であるイオン液体を反応媒体として利用する電解

法による触媒として有用な金属ナノ粒子の創製は、グリーンイノベーションのための無機機能

材料開発として重要である。これらの観点から以下の研究が展開された。 

 吉岡は、磁性液晶など新しい機能性材料を環境低負荷な方法で構築することを目的とし、

オキソバナジウム（IV）、ニトリドクロム（V)など非磁性元素と多重結合した遷移金属錯体を対

象として、アキシアル配位による自己集積化について検討した。その結果、＊６５ 自己集積

体における錯体間の強磁性的なスピン整列メカニズムを、計算化学的手法を用いて明らかに

することに成功した。 また、自己集積特性を示す配位子について配位原子の組み合わせ、

導入置換基など設計因子を明確化することができた。さらに、大環状配位子の合成経路、お

よび＊６６ 配位能を有するラジカル種の合成経路を確立することに成功した。さらに、＊６７ 

大環状配位子は、近赤外領域で光吸収し、磁性以外の機能性も合わせもつ材料設計の可能

性を見出した。また、計算化学的手法を用いて評価し、＊６８ 金属イオンと非磁性元素間に

おける非常に大きなスピン分極効果を見出すことができた。 

 片山は、環境低負荷な反応媒体として、イオン液体に着目し、イオン液体中に溶解した金属

イオンを電気化学的に還元することで金属ナノ粒子を低環境負荷で高効率に生成する技術

の開発を目的とし，ビス（トリフルオロメチルスルホニル）アミド（TFSA–）をアニオンとするイオ

ン液体中での各種金属イオンの電極反応の解析及び金属ナノ粒子の生成を検討した。これ

までに、銀，鉄，ニッケルの TFSA–塩を出発物質として，十分に負の電位域でそれらの金属

イオンを還元することで金属ナノ粒子を生成できることをこれまでに見いだしていたが，本研

究では新たに、*６９ コバルトおよび*７０ カドミウムについても同様に金属ナノ粒子を生成

できることを明らかにした。また、戸嶋との共同研究により、イオン液体中に分散した金属ナノ

粒子を触媒とした有機合成反応の開発を検討し、*７１ 白金、*７２ 金、及び*７３ パラジウ

ムについてはそれらのハロゲン化物錯イオンの還元により、それぞれの金属ナノ粒子を得る

ことに成功した。一方、ハロゲン化物イオンが反応系中に含まれる場合、生成した金属ナノ粒

子の触媒活性が損なわれる恐れがあるため、*７４ パラジウム及び*７５ 白金のアセチルア

セトナト錯体を出発物質として用いた結果、それぞれの金属ナノ粒子が得られることを明らか
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にした。以上、イオン液体中で金属ナノ粒子を環境低負荷で生成する技術開発に成功した。 

＜優れた成果が上がった点＞ 

 これまでの研究成果の中で、特に優れた成果を以下に示す。 

1. バイオマス糖質キシランから１段階で生分解性界面活性化剤であるアルキルグリコシドを

合成する手法を開発した。さらに、本手法をバイオマス糖質キトサンへと応用し、キトサン

を原料として短工程でアルキルグルコサミニドを合成する手法を開発した。 

2. 再利用可能な有機光触媒を用いた配糖化技術を開発した。 

3. 環境低負荷な有機ホウ素化合物を用いた立体選択的な配糖化技術を確立した。 

4. 芳香族5員環ラクタムの温和で簡便な新しい効率的合成法、及びBarbier型反応によるア

リール-β-C-グリコシドの新しい合成法を開発した。 

5. 銀触媒を用いた二酸化炭素の固定化反応による複素環化合物の合成方法を開発し、従

来までは熱的な効果だけであるとされてきたマイクロ波併用の有機合成化学に対し，非

熱的な効果：マイクロ波特異効果が存在することを実験的に示すことに成功した。 

6. 電気化学的手法による還元反応を用いた生理活性物質の合成を達成した。 

7. 触媒を必要としない転位反応を用いた生理活性物質の合成法を開発した。 

8. 水溶液中での立体選択的な不斉四級炭素構築法を開発し、生理活性物質の全合成を達

成した。 

9. 回転霧化塗装用のベルカップの開発に成功した。 

10. 膨潤収縮性を制御したゲル粒子により、水中に分散した油分を回収する技術を開発し

た。 

11. 有機溶媒を用いず、水系移動相のみの温和な条件下、タンパク質などの生体高分子を効

率的に精製可能な分離デバイスを開発した。 

12. イオン液体中で様々な金属ナノ粒子を環境低負荷で生成する技術を開発した。 

＜課題となった点＞ 

 本研究プロジェクトは、当初の計画通り、または、それ以上に順調に進行し、“環境低負荷

型の有機及び無機触媒、物質変換反応及びプロセスを開発するテーマ１”と、“環境低負荷

型の新規有機・無機機能材料を開発するテーマ２”の研究成果が融合した、グリーンイノベー

ションのための新しい分子ナノテクノロジーの開発に成功した。そのため、プロジェクト期間終

了時における大きな問題点はない。本プロジェクト終了後の今後の課題・目標としては、これ

までの研究成果を、継続して本プロジェクト構成メンバーで密に共有し、共同研究をより一層

活発に行うことで、さらに有用なグリーンイノベーションのための新技術・新材料を創出し、社

会に還元することである。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 各年度、研究成果報告書を作成・ホームページ上（http://www.mngi.st.keio.ac.jp）で公開

し、かつ公開シンポジウム形式での研究成果報告を開催することで、プロジェクト内外の情

報・意見交換を活発に行い、プロジェクトメンバー間の連携強化に努めた。この結果、研究グ

ループ間での共同研究の推進に繋がり、順調に学術論文の公刊および特許取得（後述参照

pp.118-119）などの研究成果をあげることができた。研究費に関しても、共同研究を奨励し配

分額に反映させた。また、研究者の定年退職および転出なども研究費配分に反映させた。 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

 本戦略的研究基盤形成支援事業「グリーンイノベーションのための分子ナノテクノロジー拠

点形成」の研究成果報告書をもとにして、下記の３名の外部評価委員から外部審査を受審し

た。実施結果の抜粋を以下に示す。 

http://www.mngi.st.keio.ac.jp/
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【外部評価委員】 

１．竜田 邦明 委員 (早稲田大学 栄誉フェロー)； ２．伊藤 敏幸 委員 （鳥取大学 教授） 

３．長澤 和夫 委員 （東京農工大学 教授） 

【評価結果】 

（１）研究組織について： 理工学研究科と薬学科とが連携・融合し、二つのテーマに関する研

究がバランス良く実施されており、研究組織代表者のリーダーシップのもとで、それぞれの研

究グループの一貫した協力体制が形成されている。さらに、予算についても良く考え配分され

ていることが特筆できる。 

（２）研究施設・設備について： １点の大型機器（カロリーメータ）を購入した他は、各研究室

内の実験設備・装置を活用し研究が進められている。そのため、研究費の大半が試薬などの

消耗品費として使用配分されており、無駄なく適切に使用されていると判断できる。 

（３）研究プロジェクトの進捗状況・研究成果などについて： プロジェクトの趣旨に則した「グリ

ーンイノベーションのための分子テクノロジー」に関連する興味深い研究が活発かつ高いレベ

ルで展開されている。論文成果および特許取得も研究組織全体で順調に行われており，い

ずれの成果も有機化学分野で世界的に高評価を受けているジャーナルに掲載されている。

また、各年度、研究成果報告書が作成・公開され、かつ公開シンポジウム形式での研究成果

報告が適度に開催されていることで、プロジェクト内外の情報・意見交換が活発に行われて

いると判断できる。さらに、研究グループ間での共同研究も活発に行われており、本研究プロ

ジェクトで目的としている研究基盤が形成されつつあると確信できる。 

（４）選定時の「留意事項への対応状況」について： 選定時においてプロジェクト全体を上手

くまとめることを指摘されているが、各研究グループの枠を超えた研究組織内での共同研究

が推進され、質の高い研究成果が得られている。以上のことから、選定時の留意事項に対し

て適切に対応し、研究が展開されていると高く評価できる。 

（５）総合所見について： 有機合成化学、高分子化学、分析化学、薬剤学、および糖質化学

など幅広い研究領域の研究者が先端的研究活動を行うことで成果を挙げており、進捗状況

は順調である。本プロジェクトが目的とする持続可能な社会を目指したグリーンイノベーション

のための分子テクノロジーとしてふさわしい研究成果が得られている。今後さらに、共同研究

を推進し、本プロジェクト全体での研究の絞り込みにより，世界をリードする研究成果がさらに

得られるものと大いに期待できる。 

＜研究期間終了後の展望＞ 

 次世代のグリーンイノベーションのための分子ナノテクノロジーとして、今後、特に、バイオ

マス糖質とイオン液体の組み合わせによる、新しいバイオマス糖質の利活用技術、有機光触

媒を用いた有機合成反応の開発、バイオマス糖質から大量に得られる単糖を利用した希少

糖及び機能性物質の合成、二酸化炭素及び亜酸化窒素を資源化するための触媒や反応を

開発と農薬新製造法の開発、理想合成反応・プロセスを利用した医薬品製造工程での環境

低負荷化、汚染物質を選択的に回収及び分解するゲル粒子の創製とそのリサイクル利用、

タンパク質や光学活性物質を分離するための水系分離デバイスの開発とその実用化、及び

イオン液体中で生成した金属ナノ粒子を触媒とする有機合成反応の開発など、グリーンイノ

ベーションのための物質生産技術の開発と機能材料の創製に大きく貢献することが期待され

る。具体的には、以下の展望をもって研究を継続する。 

1. バイオマス糖質キチンとイオン液体を利用した新物質変換法による糖質系機能材料の開

発および生理活性物質の創製を行う。 

2. 環境低負荷な有機ホウ素触媒を利用し、無保護糖に対する水系溶媒中における配糖化

技術の開発と有用物質の創製を行う。 
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3. 非天然糖である L-グルコースを、天然糖の D-グルコースより合成する方法を確立する。 

4. 二酸化炭素を固定化する反応の基質一般性を拡大し、医農薬や機能材料化合物製造に

おける重要合成中間体の供給方法を確立する。 

5. 環境低負荷型理想的合成反応を利用したプロセスを含む物質生産法を確立し、医農薬

のリード化合物を創製する。 

6. 無触媒連続転位反応を活用し、生物活性を示す含窒素天然有機化合物を全合成し、本

方法論の有用性を示す。 

7. キラリティーが関与する結晶化系ならびに液晶形成系において、高光学純度な自発的キ

ラル結晶生成が起こる条件の探索及び液晶分子にキラリティーを導入することによる新

たな機能発現を検討する。 

8. 水中有機合成反応を用いた生理活性物質の合成を達成する。 

9. サンスクリーンの in vitro 性能評価の国際標準規格制定を主導する。 

10. 開発されたベルカップの有効性を学術的に保証するため、流動パターン発生メカニズムと

液滴の飛行方向を決定する因子について詳細に検討する。 

11. ゲル中空粒子の内部に光触媒活性を有する酸化チタンや酵素などを封入し、有害物質

の分解機能の発現について検討する。 

12. タンパク精製用のディスポーザブルなカラムとして市販化、および温度応答性アフィニティ

ー精製システムの実用化に向けた検討を行う。 

13. 温度応答性アフィニティー精製システムに適合した温調器の開発を検討する。 

14. 単包条虫の効率的な糖鎖合成を行う。 

15. 液晶性を示す常磁性分子集合体を構築し、その外部磁場に対する応答を明らかにする。 

16. イオン液体中における電気化学的金属ナノ粒子の生成と、金属ナノ粒子を触媒に用いた

有機合成反応の検討を行う。 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 戸嶋は、天然褐藻類の粘質成分である硫酸化多糖類フコイダンに着目し、低分子量のフコ

イダン類縁体を系統的かつ効率的に化学合成後、培養がん細胞に対する細胞増殖抑制活

性を評価した。その結果、ある種のフコイダン類縁体が、がん細胞選択的なアポトーシス抑制

活性を発現することを見出し、*７６ 特許出願を行った（「抗腫瘍活性を有する硫酸化オリゴ

フコシド類」、特願 2013-150907（平成 25 年 7 月））。  

 山田は、二酸化炭素の固定化による複素環化合物に関して、*７７ 特許出願を行った（「複

素環化合物の製造方法」、特願 2013-105764（平成 25 年 5 月））。 

 吉岡は、常磁性の化学種の酸化還元能に着目して、これらが湿式光電変換素子の電解質

として活用可能であることを見出し、*７８ 特許を取得した（「光電変換素子及びπ共役型有

機ラジカル化合物」、特許第 5996255 号（平成 28年 9 月））。 

 朝倉は、本プロジェクトの成果に関連する*７９ 微細凹凸形成方法、紫外線吸収剤、紫外

線防御効果、及び測定方法などに関する特許を出願または取得した（「紫外線吸収剤又は赤

外線遮断剤含有水性組成物の紫外線防御効果又は赤外線防御効果の測定方法及び測定

装置」、特願 2016-174084（平成 28 年 9 月）；「化粧料の紫外線防御効果の測定方法、測定

装置、及び測定値の表示方法」、特許第 5825654 号(平成 27 年 10 月)；「微細凹凸形成方

法」、特許第 5283819 号（平成 25 年 6 月)）。さらに、開発した*８０ 回転霧化塗装用ベルカッ

プの特許を取得した（「回転霧化式静電塗装装置のベルカップ」、特許第 5830612号（平成 27

年 10月)）。このベルカップは、現在、世界 7ヶ国の自動車工場で採用され、年間約 70万台の

自動車生産に寄与している。 

 金澤は、本プロジェクト以前に、本研究で発展させた分離デバイスの基本となる特許出願を

行っていることから、本研究の成果を基に、数年以内にはその実用化を目指している。  
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極を用いたマイクロフロー型セルによる生物活性物質の合成研究、第 36 回有機電子移動

化学討論会、府中、2012 年 6 月 
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ー、横浜、2012 年 6 月 
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成研究、新規素材研究会第 11 回セミナー、横浜、2012 年 6 月 
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的研究、新規素材研究会第 11 回セミナー、横浜、2012 年 6 月 
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性相関に関する化学的研究、新規素材研究会第 11 回セミナー、横浜、2012 年 6 月 
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（様式 2） 

 

法人番号 131015A01 

プロジェクト番号 S1201020 

 

 

中田 雅也 

144. ＊３６ 小田村慈英、横尾亮佑、増村健資、大川裕樹、犀川陽子、中田雅也、ファスメリ

アナミン A の全合成と構造訂正日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、

2017 年 3 月 

 

145. ＊３６ 横尾亮介、増村健資、大川裕樹、宮澤史明、犀川陽子、中田雅也、ファスメリア

ナミン A の合成研究、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、2016 年

3 月 

 

146. 桐生翔一朗、松末慎太朗、高山朋子、前田千裕、自閑哲彦、竹田一貴、犀川陽子、中田雅

也、ルーピリン類のピロール−γ-ブチロラクトン骨格の構築、日本化学会第 96 春季年会、

同志社大学京田辺キャンパス、2016 年 3 月 

 

147. ＊３５ 谷田貝友洋、佐藤智麻、今野和真、犀川陽子、中田雅也、立体化学解明を指向し
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ら胚へのカルシウム移動に関する化学的研究、第 57回天然有機化合物討論会、横浜、2015

年 9 月 

 

150. T. Kim, B. S.Hwang, M. Nakata, J. Ham, An improved approach for the synthesis of natural 
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築、日本化学会第 95 春季年会、日本大学船橋キャンパス、2015 年 3 月 
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発原因の探究、第 61 回トキシンシンポ、徳島、2014 年 9 月 
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慶應義塾大学矢上キャンパス、2014 年 5 月 

 
159. 斉藤広平、中村慈宏、金田桂、犀川陽子、中田雅也、キノン誘導体に対する不斉ジヒドロ

キシ化反応、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

160. 中村慈宏、安達智史、西本千晃、内田明子、増子小夜香、船津啓文、犀川陽子、中田雅也

ディオスコレアライド A の全合成、 日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャン

パス、2014 年 3 月 

 
161. 鏡淵渉、大森貴幸、犀川陽子、中田雅也、アルキルチオホスホン酸エステルを用いた(E)

–三置換オレフィンの立体選択的構築、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャン

パス、2014 年 3 月 

 
162. 安達智史、佐藤友治、阿部雅義、佐藤亮太、犀川陽子、中田雅也、アコニチンの合成研究、

日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 
163. 秋吉佑磨、井上大樹、秋濃真紀子、犀川陽子、中田雅也、アカクラゲ触手に含まれるくし

ゃみ誘発物質の探索、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3

月 

 
164. 生形優典、伊藤卓、秋吉佑磨、井上大樹、犀川陽子、中田雅也、グラヤノトキシン類の構

造とくしゃみ誘発活性の相関に関する研究、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山

キャンパス、2014 年 3 月 

 
165. 伊藤卓、濱野真理子、加藤優、犀川陽子、中田雅也、鳥類の卵殻におけるリン酸エステル

類に関する研究、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 
166. ＊３３ S. Yoko, K. Tanaka, H. Matsuyama, K. Ishibashi, T. Ozawa, T. Sato, and M. Nakata, 

Second-Generation Synthesis of Kendomycin and Its Analogs for Their Bilogical Evaluation, 14th 

Tetrahedron Sympusium, Vienna, Austria, 2013 年 6 月 
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造とくしゃみ誘発活性の相関に関する研究、日本ケミカルバイオロジー学会第 8 回年会、
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学的研究、日本化学会第 93 春季年会、滋賀県草津市、2013 年 3 月 
 

171. ＊３１ 安達智史、三井亮、犀川陽子、中田雅也、ラクトナマイシン Z の全合成と絶対立

体配置の決定、日本化学会第 93 春季年会、滋賀県草津市、2013 年 3 月 

 

172. ＊３２ 小山貴之、松田豊、犀川陽子、中田雅也、海洋天然物ポリマキセノライドのアフ

リカン−ジヒドロフラン縮環系の構築、日本化学会第 93 春季年会、滋賀県草津市、2013

年 3 月 
 

173. ＊３４ 大場清美、中田雅也、古賀雄一、野村純宏、TIPPLi を用いたバルビエ型カップ

リング反応による C–アリールグリコシド合成法の開発及び Paecilomycin B 全合成への応

用、第 30 回メディシナルケミストリーシンポジウム、東京、2012 年 11 月 

 

174. ＊３４ K. Ohba and M. Nakata, C-Aryl Glycoside Synthesis by Barbier Coupling Using TIPPLi 
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178. 山本梓央、小林昂弘、南川亮、佐藤隆章、千田憲孝、ファシクラリンの不斉全合成、日本

化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、2017 年 3 月 
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ミドの全合成、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、2017 年 3 月   
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用いたニトロン合成法の開発、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、

2017 年 3 月 
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キャンパス、2017 年 3 月 

 

184. 渡部愛海、深谷圭介、山本拓央、佐藤隆章、千田憲孝、タキソールの改良合成研究、日本
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185. 番匠祥奈、目黒達彦、中筋瑛子、佐藤隆章、千田憲孝、N-メトキシアミドを用いた求電子

的アミド化反応の開発、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、2017

年 3 月 

 

186. 高橋芳人、寄立麻琴、中島実奈美、佐藤隆章、千田憲孝、イリジウム触媒を用いた三級ア

ミド基選択的な還元的求核付加反応の開発、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日

吉キャンパス、2017 年 3 月 

 

187. T. Suto, Y. Yanagita, Y. Nagashima, S. Takikawa, N. Matsuo, Y. Kurosu, T. Sato, N. Chida, A 

Unified Total Synthesis of Madangamine Alkaloids: Stereodivergent Approach to Skipped Dienes, 

日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、2017 年 3 月 

 

188. 寄立麻琴、高橋芳人、田島隼人、横山貴、佐藤隆章、千田憲孝、ステモアミド系アルカロ

イドの統一的全合成、第 110回有機合成シンポジウム，早稲田大学早稲田キャンパス国際

会議場，2016 年 11 月 

 

189. 長島義之、須藤貴弘、柳田悠太、佐藤隆章、千田憲孝、アレンへの立体選択的なヒドロホ

ウ素化反応を経由するスキップジエン構築法、第 60 回香料・テルペンおよび精油化学に

関する討論会、東京農業大学オホーツクキャンパス、2016 年 10 月 

 

190. 高橋芳人、中島実奈美、寄立麻琴、小林昂弘、佐藤隆章、千田憲孝、イリジウム触媒を用

いたアミド選択的な還元的求核付加反応の開発、第 46 回複素環化学討論会、金沢市金沢

歌劇座、2016 年 9 月 

 

191. 佐藤隆章、須藤貴弘、柳田悠太、長島義之、松尾直哉、黒須靖弘、瀧川晋作、千田憲孝，

マダンガミン類の全合成：立体選択的スキップジエン構築法の開発と応用、第 58 回天然

有機化合物討論会、東北大学萩ホール、2016 年 9 月 

 

192. ＊３７、４０ 千田憲孝、生物活性天然物の合成研究−キラルプール法によるアプローチ−、

京都大学大学院薬学研究科特別講演会、京都大学薬学部、2016 年 7 月 

 

193. ＊４０ 千田憲孝、生物活性天然物の合成研究−キラルプール法によるアプローチ−、有機

合成セミナー、静岡県立大学薬学部、2016 年 6 月 

 

194. 佐藤隆章、片原聖矢、藤田果奈美、小林将一朗、松本孟、千田憲孝、N-シロキシアミドお

よび N-ヒドロキシアミドを用いた還元的ニトロン合成法の開発、第 109 回有機合成シン

ポジウム、東京工業大学大岡山キャンパス、2016 年 6 月 
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の合成研究、第 71 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、東京農工大学小金井キャ

ンパス、2016 年 5 月 
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2016 年 3 月 

 

203. 長島義之、須藤貴弘、柳田悠太、佐藤隆章、千田憲孝、アレンへの位置・立体選択的なヒ

ドロホウ素化反応を経由するスキップジエン構築法、日本化学会第 96 春季年会、同志社

大学京田辺キャンパス、2016 年 3 月 

 

204. ＊４２ 須貝智也、臼井駿馬、久田祥子、奥山優也、佐藤隆章、千田憲孝、(-)-Kaitocephalin

の合成研究、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、2016 年 3 月 

 

205. 深谷圭介、山口友、渡辺愛海、山本拓央、須貝智也、佐藤隆章、千田憲孝、タキソールの

改良合成研究、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、2016 年 3 月 

 

206. ＊３７、３８、３９、４０、５１ N. Chida, Sequential Sigmatropic Rearrangement: Development 

and Its Application to the Synthesis of Natural Product, The Third Keio-Tsing Hua Bilateral 

Mini-Symposium, National Tsing Hua University, Hsinchu, Taiwan, 2016 年 3 月 

 

207. N. Chida, Synthesis of Biologically Active Natural Products Based on the Chiral Pool Approach, 

Department Seminar, National Taiwan Normal University, Taipei, Taiwan, 2016 年 3 月 

 

208. ＊３７、３８、３９、４０、４１、４２ 千田憲孝、生物活性天然物の合成研究〜キラル

プール法によるアプローチ〜、岡山理科大学大学院講演会、岡山理科大学、2016 年 1 月 

 

209. 柳田悠太、須藤貴弘、松尾直哉、黒須靖弘、長島義之、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミ

ン類の合成研究、第 45 回複素環化学討論会、早稲田大学国際会議場、2015 年 11 月 

 

210. ＊３７、３８、３９、４０、４１、４２ 千田憲孝、バイオマス利用キラルプール法によ

る生物活性天然物の合成、平成 27 年度後期（秋季）有機合成化学講習会（有機合成化学

が拓く未来−新反応から新技術まで−）、日本薬学会長井記念ホール、2015 年 11 月 

 

211. Y. Yanagita, T. Suto, N. Matsuo, Y. Kurosu, Y. Nagashima, T. Sato, N. Chida, Synthetic Study of 

Madangamines, The 13th International Conference on New Aspects of Organic Chemistry 

(IKCOC-13), Rihga Royal Hotel Kyoto, 2015 年 11 月  
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212. K. Fukaya, T. Sugai, H. Yamazaki, K. Kodama, T. Sato, N. Chida, Synthesis of Taxol, The 13th 

International Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-13), Rihga Royal Hotel 

Kyoto, 2015 年 11 月 

 

213. ＊４０ 中山泰彰、前田悠一郎、小辰将之、関谷瑠璃子、市來政人、佐藤隆章、千田憲孝, 

連続的 Overman/Claisen 転位の開発と(+)-Neostenine の全合成，第 57 回天然有機化合物討

論会、神奈川県民ホール，2015 年 9 月 

 

214. 横山貴、深見祐太朗、佐藤隆章、千田憲孝，三成分反応を用いた lasubine II の全合成，第

59 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、近畿大学東大阪キャンパス、2015

年 9 月 

 

215. ＊３７、３８、３９、４１ 千田憲孝，糖質利用キラルプール法による天然物の合成研究，

平成 27 年度第 34 回日本糖質学会、東京大学本郷キャンパス、2015 年 7 月 

 

216. ＊４２ 佐藤隆章、津崎俊、臼井駿馬、大石宙輝、安嶋大智、福安崇宏、大石毅、千田憲

孝，スフィンゴファンジン F の全合成：不飽和エステルを用いた Overman 転位の開発と

応用，第 107 回有機合成シンポジウム、慶應義塾大学芝共立キャンパス、2015 年 6 月 

 

217. K. Fukaya, T. Sugai, H. Yamazaki, K. Kodama, Y. Yamaguchi, T. Sato, N. Chida, Synthesis of 

Taxol, 日本化学会第 95 春季年会、日本大学理工学部船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

218. 深見祐太朗、目黒達彦、和田崇正、佐藤隆章、千田憲孝、多段階合成を指向した N-メト

キシアミンによる求電子的アミノ化反応の開発、日本化学会第 95 春季年会、日本大学理

工学部船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

219. 中島実奈美、小田友紀子、和田崇正、南川亮、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、三級アミ

ド、二級アミド、N-メトキシアミド基に対する官能基選択的な求核付加反応の開発、日本

化学会第 95 春季年会，日本大学理工学部船橋キャンパス，2015 年 3 月 

 

220. 藤田果奈美、片原聖矢、小林将一朗、佐藤隆章、千田憲孝，N-シロキシアミドへの求核付

加反応を用いたニトロン合成法の開発、日本化学会第 95 春季年会、日本大学理工学部船

橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

221. ＊４２ 臼井駿馬、須貝智也、佐藤隆章、千田憲孝、(-)-Kaitocephalin の合成研究、日本化

学会第 95 春季年会、日本大学理工学部船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

222. ＊４２ 安嶋大智、津崎俊、大石宙輝、佐藤隆章、千田憲孝、オルトアミド型 Overman 転

位と SN2'反応を用いた 1,2-アミノアルコール合成法の開発、日本化学会第 95 春季年会、

日本大学理工学部船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

223. 南川亮、佐藤隆章、千田憲孝、レパジホルミン A の合成研究、日本化学会第 95 春季年会、

日本大学理工学部船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

224. 関結菜、石橋瑞基、佐藤隆章、千田憲孝、リコリン類の合成研究、日本化学会第 95 春季

年会、日本大学理工学部船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

225. 寄立真琴、高橋芳人、佐藤隆章、千田憲孝、(-)-stemonine の合成研究、日本化学会第 95

春季年会、日本大学理工学部船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

226. 須藤貴弘、柳田悠太、松尾直哉、黒須靖弘、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン類共通骨
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格の合成研究、日本化学会第 95 春季年会、日本大学理工学部船橋キャンパス、2015 年 3

月 

 

227. 黒須靖弘、須藤貴弘、柳田悠太、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン A 環部の不斉合成、

日本化学会第 95 春季年会、日本大学理工学部船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

228. 柳田悠太、松尾直哉、黒須靖弘、須藤貴弘、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン類の合成

研究，第 106 回有機合成シンポジウム、早稲田大国際会議場、2014 年 11 月 

 

229. 深谷圭介、須貝智也、山崎裕久、小玉啓祐、山口友、佐藤隆章、千田憲孝、タキソールの

合成、第 56 回天然有機化合物討論会、高知県立県民文化ホール、2014 年 10 月 

 

230. ＊１９ 山口友、深谷圭介、須貝智也、須貝威、佐藤隆章、千田憲孝、タキソールの合成

研究、第 58 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、和歌山大学、2014 年 9 月 

 

231. ＊４１ 中山泰彰、前田悠一郎、関谷瑠璃子、佐藤隆章、千田憲孝、連続的 Overman/Claisen

転位の開発と(–)-Stemoamide の全合成、第 44 回複素環化学討論会、札幌市民ホール、2014

年 9 月 

 

232. ＊３７、３８、３９、４０ 千田憲孝、キラルプール法による生物活性天然物の合成研究、

平成 26 年度若手研究者のためのセミナー、岐阜薬科大学、2014 年 8 月 

 

233. 寄立麻琴、目黒達彦、松尾直哉、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、多置換 N-メトキシア

ミンの二段階合成法の開発、第 105 回有機合成シンポジウム、東京工業大学大岡山キャン

パス、2014 年 6 月 

 

234. 横山貴、深見祐太朗、黒崎友介、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、N-メトキシアミノ基を

用いた三成分反応の開発と lasbine II の全合成、第 67 回有機合成化学協会関東支部シンポ

ジウム、慶應義塾大学矢上キャンパス、2014 年 5 月 

 

235. 柳田悠太、松尾直哉、黒須靖弘、須藤貴弘、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン類 ABC

環の合成、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

236. ＊４２ 津崎俊、大石宙輝、臼井駿馬、福安崇宏、佐藤隆章、千田憲孝、Sphingofungin F

の全合成、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

237. ＊４２ 中山泰彰、関谷瑠璃子、市來政人、佐藤隆章、千田憲孝、(+)-Neostenine の合成研

究、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

238. 白兼研史、和田崇正、寄立麻琴、南川亮、高山展明、佐藤隆章、千田憲孝、ゲフィロトキ

シンの改良全合成、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

239. 寄立麻琴、目黒達彦、松尾直哉、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、多置換 N-メトキシア

ミンの二段階合成法、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3

月 

 

240. 和田崇正、深見祐太朗、佐藤隆章、千田憲孝、銅触媒を用いた N-アルコキシアミンの求

電子的アミノ化反応、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3

月 

 

241. ＊３７、３８、３９ 千田憲孝、生物活性天然物の合成研究：キラルプール法によるアプ
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ローチ、京都大学化学研究所講演会、京都大学化学研究所、2014 年 2 月 

 

242. 千田憲孝、生物活性天然物の合成研究−キラルプール法によるアプローチ、持田製薬株式

会社総合研究所講演会、持田製薬株式会社総合研究所、2013 年 11 月 

 

243. 佐藤隆章、白兼研史、和田崇正、寄立麻琴、南川亮、高山展明、千田憲孝、ゲフィロトキ

シンの全合成〜官能基選択的なアミド基への求核付加反応の開発と応用〜、第 43 回複素

環化学討論会、長良川国際会議場、2013 年 10 月 

 

244. ＊３７ 千田憲孝、生物活性天然物の全合成研究、2013 年度教室セミナー（第 12 回天然

物セミナー）、横浜市立大学、2013 年 10 月 

 

245. ＊４０ 関谷瑠璃子、中山泰彰、大石宙輝、濱直人、山崎美貴、佐藤隆章、千田憲孝、光

学活性なアリルビシナルジオールに対する連続的 Overman 転位の開発、第 57 回香料・テ

ルペンおよび精油化学に関する討論会、埼玉大学、2013 年 10 月 

 

246. ＊４１ Y. Nakayama, R. Sekiya, Y. Seki, Y. Maeda, T. Sato, N. Chida, Total Synthesis of 

(–)-Stemoamide; Utilization of Sequential Overman/Claisen Rearrangement, 13th International 

Conference on the Chemistry of Antibiotics and other bioactive compounds (ICCA-13), Fuji View 

Hotel, Yamanashi, Japan, 2013 年 9 月 

 

247. N. Chida, Synthetic Study of Taxol, 13th International Conference on the Chemistry of Antibiotics 

and other bioactive compounds (ICCA-13), Fuji View Hotel, Yamanashi, Japan, 2013 年 9 月 

 

248. 佐藤隆章、白兼研史、和田崇正、寄立麻琴、南川亮、高山展明、佐藤隆章、千田憲孝，ゲ

フィロトキシンの全合成：N-メトキシアミド基に対する官能基選択的な求核付加反応の開

発と応用、第 55 回天然有機化合物討論会、同志社大学寒梅館、2013 年 9 月 

 

249. 佐藤隆章、白兼研史、和田崇正、寄立麻琴、南川亮、高山展明、千田憲孝、ゲフィロトキ

シンの全合成：官能基選択的なアミド基への求核付加反応の開発と応用、第 103 回有機合

成シンポジウム、慶應義塾大学芝共立キャンパス、2013 年 6 月 

 

250. 柳田悠太、松尾直哉、黒須靖弘、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン類の合成研究、日本

化学会第 93 春季年会、立命館大学びわこ・くさつキャンパス、2013 年 3 月 

 

251. 白兼研史、和田祟正、寄立麻琴、南川亮、高山展明、佐藤隆章、千田憲孝、Gephyrotoxin

の全合成：N-メトキシアミドの対する官能基選択的な求核付加反応の開発と応用、日本化

学会第 93 春季年会、立命館大学びわこ・くさつキャンパス、2013 年 3 月 

 

252. ＊４１ 中山泰彰、関谷瑠璃子、関結菜、佐藤隆章、千田憲孝、連続的 Overman/Claisen

転位を鍵とした (–)-Stemoamide の全合成、日本化学会第 93 春季年会、立命館大学びわこ・

くさつキャンパス、2013 年 3 月 

 

253. 深見祐太朗、黒﨑友介、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、N-メトキシアミンを用いた三成

分反応の開発と応用、日本化学会第 93 春季年会、立命館大学びわこ・くさつキャンパス、

2013 年 3 月 

 

254. K. Shirokane, T. Wada, N. Takayama, R. Minamikawa, M. Yoritate, T. Sato, N. Chida, Synthetic 

Study of Gephyrotoxin, The 12th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic 

Chemistry (IKCOC-12), Rihga Royal Hotel Kyoto, 2012 年 11 月 
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255. T. Sato, K. Shirokane, Y. Yanagita, Y. Oda, T. Wada, R. Minamikawa, N. Chida, Direct 

Functionalization of Inert Amide Carbonyls, The 11th International Symposium on Advanced 

Technology (ISAT-Special), 工学院大学八王子キャンパス、2012 年 10 月 

 

256. 野崎康義、小玉啓祐、山崎裕久、石本岳、田中雄太、佐藤隆章、千田憲孝、タキソールの

合成研究、第 56 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、鹿児島大学、2012 年

10 月 

 

257. ＊３７、３８ 千田憲孝、シグマトロピー転位を活用した生物活性アルカロイドの合成研

究，岡山大学大学院セミナー、岡山大学、2012 年 9 月 

 

258. ＊３７、３８ 千田憲孝、シグマトロピー転位を活用した生物活性アルカロイドの合成研

究，第 24 回関学有機化学セミナー、関西学院大学神戸三田キャンパス、2012 年 9 月 

 

259. ＊３７、３８ 千田憲孝、シグマトロピー転位を活用した生物活性アルカロイドの合成研

究、お茶の水大学理学部化学科講演会、お茶の水大学、2012 年 7 月 

 
260. 佐藤隆章、小田友紀子、柳田悠太、中村斐有、白兼研史、千田憲孝、不活性アミド基に対

する連続的な求核付加反応、第 101 回有機合成シンポジウム、慶應義塾大学芝共立キャン

パス、2012 年 6 月 
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261. T. Yamada, Silver-Catalyzed C-C Bond Formation with Carbon Dioxide, ISOR (International 

Symposium on Organic Reactions) 12、京都テルサ、京都、2016年4月  

 

262. T. Yamada, Silver Catalyzed Carbon Dioxide Incorporation Reactions, 27th International 

Conference on Organometallic Chemistry 2016 (ICOMC2016), Melbourne, Australia, 2016年7月  

 

263. Y. Sadamitsu, K. Sekine, K. Komatsuki, T. Yamada, Silver-Catalyzed Carbon Dioxide 

Incorporation into Allylsilanes, C&FC (Catalysis and Fine Chemicals) 2016, Taipei, Taiwan 

(ROC), 2016 年 11 月 

  

264. T. Sawada, S. Tashima, K. Saito, T. Yamada, Microwave Enhancement on Catalytic 

Enantioselctive Conia-Ene Reaction and Ring-Closing Metathesis of Macrocyclic Bisazole, C&FC 

(Catalysis and Fine Chemicals) 2016, Taipei, Taiwan (ROC), 2016 年 11 月 

 

265. T. Yamada, Microwave Effect on Enantioselective Catalysis, Tohru Yamada, C&FC (Catalysis and 

Fine Chemicals) 2016, Taipei, Taiwan (ROC), 2016 年 11 月 

 

266. 山田徹、炭素炭素結合の形成を伴う銀触媒による二酸化炭素捕捉合成反応、2015 年度第 5

回グリーンサステイナブルケミストリーセミナー、鳥取大学、2016 年 1 月 

 

267. 山田徹、田島繁希、有機合成反応におけるマイクロ波特異効果の検証、日本化学会第 96

春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、2016 年 3 月 

 

268. 関根康平、定光勇太、山田徹、銀触媒によるアルキンの活性化を利用する二酸化炭素利用

法の開発、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、2016 年 3 月 

 

269. 山田徹、超熱的効果：マイクロ波合成有機化学の新しいパラダイム』電磁波励起反応場第

188 委員会 平成 28 年度第 1 回全体委員会 講演会「ものづくりにおけるマイクロ波エネ
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270. T. Yamada, Nonthermal Effect of Microwave Assisted Catalytic Enantioselective Reaction, 

Frontiers of Chirality in Organic Chemistry (#286), 2015 International Chemical Congress of 

Pacific Basin Societies, Hawaii, USA, 2015 年 12 月  

 

271. T. Yamada, Silver-Catalyzed C-C Bond Formation with Carbon Dioxide, Homogeneous Gold 

Catalysis: Methods, Theories and Applications (#192), 2015 International Chemical Congress of 

Pacific Basin Societies, Hawaii, USA, 2015 年 12 月   

 

272. T. Yamada, Microwave Effect on Enantioselective Catalysis, Advances in Microwave Green 

Chemistry (#360), 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies, Hawaii, 

USA, 2015 年 12 月  

 

273. 坪龍志、山田徹、光学活性 1-クロロビニルコバルト(III)錯体を用いる触媒的不斉 Michael

付加反応、日本化学会第 95 春季年会、日本大学船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

274. 林知佳、山田徹、二酸化炭素雰囲気下コバルト(II)触媒によるα,β-不飽和化合物の還元的カ

ルボキシル化反応、日本化学会第95春季年会、日本大学船橋キャンパス、2015年3月 

 

275. 小林遼、関根康平、山田徹、銀触媒によるアルキン活性化を利用する二酸化炭素およびヨ

ード基の連続的導入反応、日本化学会第95春季年会、日本大学船橋キャンパス、2015年3

月 

 

276. 馬渡貴則、関根康平、山田徹、銀触媒によるアルキンのπルイス酸活性化を利用するオキ

サゾリジノン誘導体の合成、日本化学会第95春季年会、日本大学船橋キャンパス，2015

年3月 

 

277. 関根康平、定光勇太、山田徹、銀触媒によるアルキンの活性化を基軸とするアリルシラン

誘導体に対する二酸化炭素固定化反応、日本化学会第95春季年会、日本大学船橋キャンパ

ス、2015年3月 

 

278. ＊２７ 田島繁希、山田徹、有機合成反応におけるマイクロ波照射の特異効果の検証，第

70回記念有機合成化学協会関東支部シンポジウム、長岡工業高等専門学校、2015年11月 

 

279. ＊２５ 石田智信、菊地哲、山田徹、銀塩の触媒的アルキン活性化および分子内転位によ

るアルキニルアミン誘導体への二酸化炭素固定化反応（１）、日本化学会第 94 春季年会、

名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

280. ＊２６ 石田智信、小林遼、菊地哲、山田徹、銀塩の触媒的アルキン活性化および分子内

転位によるアルキニルアミン誘導体への二酸化炭素固定化反応（２）、日本化学会第 94 春

季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

281. 関根康平、石田智信、高柳綾乃、菊地哲、山田徹、銀触媒によるアルキンの活性化を利用

するケトン化合物に対する炭素-炭素結合形成を伴う二酸化炭素固定化反応、日本化学会

第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

282. 林知佳、林卓夫、菊地哲、山田徹、二酸化炭素を用いる α,β-不飽和ニトリルのコバルト(II)

触媒還元的カルボキシル化反応、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、

2014 年 3 月 
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283. ＊２８ 主代和也、菊地哲、山田徹、触媒的不斉クライゼン転位反応におけるマイクロ波

効果の検証、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

284. 坪龍志、菊地哲、山田徹、光学活性コバルト(III)錯体を用いる触媒的不斉 1,4-付加反応、

日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月 

 

285. T. Yamada, Silver-Catalyzed C-C Bond Formation with Carbon Dioxide, Recent Trends in 

Heterocyclic Compounds, 2013 15
th
 Asian Chemical Congress in Singapore, Singapore, 2013 年 8

月 

 

286. T. Yamada, Non-thermal Microwave Effect on Catalytic Enantioselective Reactions, 11
th
 

International Symposium on Organic Reactions (ISOR11), Howard International House, Taipei, 

R.O.C., 2013 年 11 月 

 

287. 山田徹、不斉合成反応におけるマイクロ波効果の実験的検証、第12回四国マイクロ波プロ

セス研究会、徳島、2013年10月 

 

288. T.  Yamada, Design of Cobalt Complex Catalysts for Enantioselective Borohydride Reduction, 

40
th
 International Conference on Coordination Chemistry , Valencia, Spain, 2012 年 9 月  

 

289. T. Yamada, Design and Structure Determination of Cobalt Complex Catalysis for Enantioselective 

Borohydride Reduction of Aliphatic Ketones, Frontiers of Organometallic Chemistry, 

Post-Conference Symposium, Saint-Petersburg, Russia, 2012 年 9 月 

 

290. T. Yamada, Silver-Catalyzed Carbon Dioxide Incorporation Reaction on Alkyne Derivatives, 

Asian Core Program, National Tsing Hua University, R.O.C.(Taiwan), 2012 年 11 月 

 

291. S. Kikuchi, K. Sekine, T. Ishida, T. Yamada, Silver Catalyzed Chemical Fixation of Carbon 

Dioxide, The 11
th
 International Synposium on Advanced Technology (ISAT-Special), Kogakuin 

University, Hachioji, Tokyo, 2012 年 10 月 

 

 

朝倉 浩一 

292. ＊４３ 井村茉貴、伴野太祐、朝倉浩一、Soai 系の不斉増幅における確率的挙動とそれに

対する沈殿物生成の影響、慶應義塾大学日吉キャンパス、2017 年 3 月 

 

293. 伴野太祐、金子翔、朝倉浩一、界面活性剤水溶液中を自己駆動する油滴の走光性、日本化

学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、2017 年 3 月 

 

294. ＊４６ 宇野純平、伴野太祐、朝倉浩一、回転霧化塗装のモデルとしての回転基板から放

出される液滴の飛行方向、第 32 回塗料・塗装研究発表会、東京大学生産技術研究所駒場

リサーチキャンパス、2017 年 3 月 

 

295. 廣野綾菜、豊田太郎、朝倉浩一、伴野太祐、カチオン性界面活性剤水溶液中を自己駆動す

る油滴の運動モード、第 26 回「非線形反応と協同現象」研究会、明治大学中野キャンパ

ス、2016 年 12 月 

 

296. 藤野憲、豊田太郎、朝倉浩一、伴野太祐、ヘテロな疎水鎖を有する二鎖型両親媒性化合物

が形成するジャイアントベシクルの形態、第 26 回「非線形反応と協同現象」研究会、明

治大学中野キャンパス、2016 年 12 月 
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297. ＊４５ 白岩由梨、若林美咲、湯浅洋彦、林田啓佑、伴野太祐、武川翼、佐藤昇正、中村

直生、前澤大介、中尾敦司、高野憲一、黒田章裕、朝倉浩一、サンスクリーン塗工の際の

ヴィスコスフィンガリングによるパターン形成が紫外線防御能およびその評価に与える

影響、IFSCC2016 オーランド大会／国内報告会、きゅりあん（品川区立総合区民会館）、

2016 年 11 月 

 

298. ＊４５ 川瀬咲穂、伴野太祐、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、中尾敦司、高野

憲一、黒田章裕、朝倉浩一、エマルション型サンスクリーン塗工層の温度変化によるその

構造および紫外線防御能に対する影響、IFSCC2016 オーランド大会／国内報告会、きゅり

あん（品川区立総合区民会館）、2016 年 11 月 

 

299. ＊４５ K. Asakura, M. Wakabayashi, H. Yuasa, Y. Shiraiwa, K. Hayashida, T. Banno, T. 

Mukawa, N. Sato, N. Nakamura, D. Maezawa, A. Nakao, K. Takano, A. Kuroda, Pattern formation 

by viscous fingering during sunscreen application and its influence on the UV protection efficacies 

and their evaluations, 29th IFSCC Congress, Dolphin Hotel, Orlando, USA, 2016 年 11 月 

 

300. ＊４５ S. Kawase, T. Banno, T. Mukawa, N. Sato, N. Nakamura, D. Maezawa, A. Nakao, K. 

Takano, A. Kuroda, K. Asakura, Effects of temperature change of applied layers of emulsion type 

sunscreens on their structure and UV protection abilities, 29th IFSCC Congress, Dolphin Hotel, 

Orlando, USA, 2016 年 11 月 

 

301. 為行舞斗、朝倉浩一、伴野太祐、メタクリロイル基を有する両親媒性分子からなるジャイ

アントベシクルの温度変化による変形、第 67 回コロイドおよび界面化学討論会、北海道

教育大学旭川校キャンパス、2016 年 9 月 

 

302. 湯浅洋彦、朝倉浩一、伴野太祐、水中での 1, 2, 3-トリアゾール基を有する界面活性化合物

のその場生成と錯体形成によるゲル化、第 67 回コロイドおよび界面化学討論会、北海道

教育大学旭川校キャンパス、2016 年 9 月 

 

303. ＊４５ 池平昌史、伴野太祐、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、正木仁、黒田章

裕、朝倉浩一、エマルション型サンスクリーン剤の塗工層構造の紫外線遮蔽能に対する影

響、 日本油化学会第 55 回年会、奈良女子大学、2016 年 9 月 

 

304. ＊４５ 平田愛奈、伴野太祐、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、正木仁、黒田章

裕、朝倉浩一、UV 吸収剤の結晶化挙動およびその紫外線遮蔽能に及ぼす影響、日本油化

学会第 55 回年会、奈良女子大学、2016 年 9 月 

 

305. 粕尾優衣、朝倉浩一、伴野太祐、O/W エマルション中での Huisgen 環化反応により自己駆

動を開始する油滴、日本油化学会第 55 回年会、奈良女子大学、2016 年 9 月 

 

306. ＊４４ K. Sugita, T. Banno, K. Asakura, Behavior of ruthenium-ion catalyzed Belousov- 

Zhabotinsky reaction system containing N-isopropylacrylamide, Gordon Research Conference 

-Oscillations & Dynamic Instabilities in Chemical Systems, Stoweflake Conference Center, Stowe, 

USA, 2016 年 7 月 

 

307. ＊４５ K. Hayashida, H. Yuasa, T. Banno, D. Maezawa, T. Mukawa, N. Sato, H. Masaki, A. 

Kuroda, K. Asakura, Mechanism of the stripe pattern formation on the viscous liquid layer during 

its application onto the solid substrate, Gordon Research Conference -Oscillations & Dynamic 

Instabilities in Chemical Systems, Stoweflake Conference Center, Stowe, USA, 2016 年 7 月 

 

308. T. Banno, S. Kaneko, K. Asakura, Locomotion mode of micrometer-sized oil droplets in 
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photo-responsive surfactant solution, Gordon Research Conference -Oscillations & Dynamic 

Instabilities in Chemical Systems, Stoweflake Conference Center, Stowe, USA, 2016 年 7 月 

 

309. 小河重三郎、朝倉浩一、小山内州一、種々の水溶液の凍結融解過程の時間─温度プロファ

イルに与える初期濃度の影響、第 61 回低温生物工学会大会、東京電機大学埼玉鳩山キャ

ンパス、2016 年 6 月 

 

310. ＊４３ 稲勇樹、岡野久仁彦、朝倉浩一、グリセロリン脂質誘導体の多形結晶化に対する

キラリティーの影響、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、2016 年

3 月 

 

311. 金子翔、朝倉浩一、伴野太祐、界面活性剤水溶液中における油滴の光照射による運動モー

ド変化、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、2016 年 3 月 

 

312. ＊４３ K. Asakura, S. Imamura, H. Mashimo, T. Banno, K. Takao, Mechanism of the generation 

of stochastic nature of the Soai system, Pacifichem 2015, Hawaii Convention Center, Honolulu, 

USA, 2015 年 12 月 

 

313. ＊４４ Y. Furue, T. Banno, K. Asakura, Behaviors of the Belousov-Zhabotinsky reaction system 

in the presence of acrylic monomers, Pacifichem 2015, Hawaii Convention Center, Honolulu, 

USA, 2015 年 12 月 

 

314. ＊４４ Y. Miyazaki, T. Banno, K. Asakura, Lifetime of a Turing pattern generated by the CIMA 

reaction in an open gel reactor composed of alkyl ammonium cationic side chains, Pacifichem 

2015, Hawaii Convention Center, Honolulu, USA, 2015 年 12 月 

 

315. T. Banno, K. Asakura, T. Toyota, Division of self-propelled oil droplet induced by amphiphilic 

precursor, Pacifichem 2015, Hawaii Convention Center, Honolulu, USA, 2015 年 12 月 

 

316. ＊４４ 杉田健人、伴野 太祐、朝倉 浩一、NIPAM が存在する Ru イオン触媒 BZ 化学系

におけるゲルの生成とその制御、第 25 回「非線形反応と協同現象」研究会、旭川医科大

学、 2015 年 10 月 

 

317. ＊４３ 稲勇樹、伴野太祐、朝倉浩一、グリセロリン脂質誘導体の結晶化挙動に対するキ

ラリティーの影響、日本油化学会第 54 回年会、名城大学天白キャンパス、2015 年 9 月 

 

318. ＊４５ 川瀬咲穂、関根しおり、伴野太祐、遠藤真遊、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前

澤大介、中尾敦司、高野憲一、正木 仁、黒田章裕、二瓶栄輔、朝倉浩一、エマルション

型サンスクリーン剤の相挙動が紫外線遮蔽能に対して与える影響、日本油化学会第 54 回

年会、名城大学天白キャンパス、2015 年 9 月 

 

319. ＊４５ 平田愛奈、伴野太祐、遠藤真遊、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、中尾

敦司、高野憲一、正木 仁、黒田章裕、二瓶栄輔、朝倉浩一、擬似サンスクリーン剤試料

中における UV 吸収剤の状態が紫外線遮蔽能へ与える影響、日本油化学会第 54 回年会、

名城大学天白キャンパス、2015 年 9 月 

 

320. 小河重三郎、河合隆一郎、古賀舞都、朝倉浩一、高橋功、小山内州一、乳酸脱水素酵素（LDH）

の凍結乾燥および常温貯蔵に対するオリゴ糖界面活性剤―クエン酸バッファー系の優れ

た酵素活性保持効果、日本油化学会第 54 回年会、名城大学天白キャンパス、2015 年 9 月 

 

321. ＊４３ 小森厚志、朝倉浩一、岡野久仁彦、超分子構造形成能を有するマンニトール誘導
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体の合成と液晶性の評価、第 64 回高分子学会年次大会、札幌コンベンションセンター、

2015 年 5 月 

 

322. 丹羽優里恵、朝倉浩一、岡野久仁彦、室温で液晶性を示す架橋型アゾベンゼンモノマーの

合成および光屈曲性エラストマーの作製、第 64 回高分子学会年次大会、札幌コンベンシ

ョンセンター、2015 年 5 月 

 

323. ＊４３ 稲勇樹、岡野久仁彦、朝倉浩一、リン脂質誘導体の結晶化挙動に対するキラリテ

ィーの影響、日本化学会第 95 春季年会、日本大学船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

324. ＊４４ Y. Furue, K. Okano, K. Asakura, Analysis of the intermittent oscillatory behavior that 

occurs in the acrylamide added Belousov-Zhabotinsky reaction system, 日本化学会第 95 春季年

会、日本大学船橋キャンパス、2015 年 3 月 

 

325. ＊４６ 道浦千惠、岡野久仁彦、朝倉浩一、回転基板から放出される液糸の形状が液滴の

飛行方向およびサイズ分布へ及ぼす影響、第 30 回塗料・塗装研究発表会、東京大学生産

技術研究所駒場リサーチキャンパス、2015 年 3 月 

 

326. ＊４３ 今村俊哉、岡野久仁彦、高尾賢一、朝倉浩一、化学系の撹拌状態が Soai 反応に

もたらす影響、第 24 回「非線形反応と協同現象」研究会、東京電機大学東京千住キャン

パス、2014 年 12 月 

 

327. ＊４４ 宮崎祐輔、岡野久仁彦、朝倉浩一、開放ゲル中の CIMA 反応によるチューリング

パターンの消失機構、第 24 回「非線形反応と協同現象」研究会、東京電機大学東京千住

キャンパス、2014 年 12 月 

 

328. ＊４５ M. Wakabayashi, K. Okano, M. Endo, T. Mukawa, N. Sato, N. Nakamura, D. Maezawa, 

A. Nakao, K. Takano, H. Sumida, H. Masaki, A. Kuroda, K. Asakura, Analysis of effects of 

spontaneous spatial pattern formation during sunscreens application on the UV protection ability, 

1st Asian Conference on Oleo Science, Rayton Sapporo, Sapporo, Japan, 2014 年 9 月 

 

329. Y. Ito, K. Okano, M. Endo, T. Mukawa, N. Sato, N. Nakamura, D. Maezawa, A. Kuroda, K. 

Asakura, Influence of cooling condition of pseudo-lipstick type oleomaterial ingredients mixtures 

on their phase behavior, 1st Asian Conference on Oleo Science, Rayton Sapporo, Sapporo, Japan, 

2014 年 9 月 

 

330. ＊４５ 若林美咲、岡野久仁彦、遠藤真遊、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、中

尾敦司、高野憲一、角田聖、正木仁、黒田章裕、朝倉浩一、サンスクリーン剤塗布時の自

発的空間パターン形成が紫外線防御能に対して与える影響、日本油化学会第 53 回年会、

ロイトン札幌、2014 年 9 月 

 

331. 伊藤優生、岡野久仁彦、遠藤真遊、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、黒田章裕、

朝倉浩一、擬似口紅型オレオマテリアル混合系の相挙動に対する冷却条件の影響、日本油

化学会第 53 回年会、ロイトン札幌、2014 年 9 月 

 

332. ＊４５ K. Asakura, A. Kuroda, Influence of pattern formation during sunscreens application on 

the in vitro evaluation of their efficacy, Gordon Research Conference -Oscillations & Dynamic 

Instabilities in Chemical Systems, Melia Golf Vichy Catalan Business and Convention Center, 

Girona, Spain, 2014 年 7 月 

 

333. ＊４６ C. Michiura, K. Okano, K. Asakura, Pattern formation of liquid film spread on a rotating 
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disk and its influence on size distributions of the atomized particles, Gordon Research Conference 

-Oscillations & Dynamic Instabilities in Chemical Systems, Melia Golf Vichy Catalan Business 

and Convention Center, Girona, Spain, 2014 年 7 月 

 

334. ＊４３ 西岡剛志、朝倉浩一、岡野久仁彦、イオン性オリゴマーがアキラル化合物の不斉

結晶化に及ぼす影響、第 63回高分子学会年次大会、名古屋国際会議場、2014 年 5 月 

 

335. ＊４４ 古江優佳、岡野久仁彦、朝倉浩一、アクリロニトリルの重合を伴う Belouzov- 

Zhabotinsky 系の反応挙動の撹拌による制御、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山
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(ISAT-11) (Tokyo, Japan), Tokyo, Japan, October 2012 

 

407. H. Onozawa, N. Akiyama, K. Takao, K. Tadano, Synthetic Studies of Perforatumone and 

Guttiferone A: Construction of the Quaternary Stereocenter, 11th International Symposium on 

Advanced Technology (ISAT-11), Tokyo, Japan, October 2012 

 

408. M. A. Touati, S. Sakamoto, K. Takao, K. Tadano, Synthetic Studies of (+)-Perforatumone Using 

Asymmetric Claisen Rearrangement, 11th International Symposium on Advanced Technology 

(ISAT-11), Tokyo, Japan, October 2012 

 

409. ＊４９ 栗栖卓也、角田恒平、高尾賢一、只野金一、(+)-ビブサニン A の全合成研究、 

第 54 回天然有機化合物討論会、東京農業大学世田谷キャンパス、2012 年 9 月 

 

410. 山岸由佳、永井聡香、清水悠太、高尾賢一、只野金一、GKK1032A 類の合成研究、第 29

回有機合成化学セミナー、静岡県コンベンションセンター グランシップ、2012 年 9 月 

 

411. 川北絵里子、八代浩充、涌井崇、川上裕貴、財部俊正、高尾賢一、只野金一、(–)-テトロ

ドトキシンと 5-デオキシテトロドトキシンの合成研究、第 29 回有機合成化学セミナー、

静岡県コンベンションセンター グランシップ、2012 年 9 月 

 

412. 八代浩充、涌井崇、財部俊正、高尾賢一、只野金一、(–)-テトロドトキシンと 5-デオキ

シテトロドトキシンの全合成研究、第 101 回有機合成シンポジウム、慶應義塾大学芝共立

キャンパス、2012 年 6 月 

 

413. 坂本嵩、トゥアティマリアンヌ彩香、高尾賢一、只野金一、不斉 Claisen 転位反応を用い

た全炭素不斉四級炭素の構築、第 63 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、東京理

科大学野田キャンパス、2012 年 5 月 

 

 
須貝 威 

414. ＊１４、１５ 坂倉彩香、山下泰信、恒川龍二、野城和貴、花村駿、花屋賢悟、庄司満、

須貝威、酵素触媒の位置選択性を活用したポリフェノール類の合成研究、生体触媒化学シ

ンポジウム、明星大学日野キャンパス、2016 年 12 月 

 

415. ＊１４、１５ 恒川龍二、山下泰信、Biard, Alan、谷中綾子、花屋賢悟、庄司満、須貝威、

配糖体の合成や分解を利用する有用物質調製の試み；GlycoTOKYO 2016、東京工業大学

大岡山キャンパス、東京、2016 年 11 月 
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416. 藤谷万、花屋賢悟、須貝威、庄司満、連続アセタールを有する糖部位の合成研究；

GlycoTOKYO 2016、東京工業大学大岡山キャンパス、2016 年 11 月 

 

417. Y. Yamashita, K. Hanaya, M. Shoji, T. Sugai, Advantage of enzyme-catalyzed acetylation and 

deacetylation in the synthesis of useful products, The Fifth International Conference on Cofactors 

(ICC-05) and Active Enzyme Molecule 2016 (AEM 2016), Kurobe Unazuki International Hall 

Selene, Toyama, Japan, 2016 年 9 月 

 

418. A. Sasaki, M. Shoji, T. Sugai, K. Hanaya, Development of enzyme-activatable sulfonate-based 

prodrugs for active targeting therapy, ICC05-AEM2016, The Fifth International Conference on 

Cofactors (ICC-05) and Active Enzyme Molecule 2016 (AEM 2016), Kurobe Unazuki 

International Hall Selene, Toyama, Japan, 2016 年 9 月 

 

419. S. Yamazawa, M. Shoji, T. Sugai, K. Hanaya, Development of artificial molecular catalyst for 

hybrid enzymes, ICC05-AEM2016, The Fifth International Conference on Cofactors (ICC-05) and 

Active Enzyme Molecule 2016 (AEM 2016), Kurobe Unazuki International Hall Selene, Toyama, 

Japan, 2016 年 9 月 

 

420. K. Hanaya, A. Sasaki, N. Hachisuka, S. Aoki, M. Shoji, T. Sugai, Development of 

Aminosulfonate Ester-based Self-immolative linker for Application in Prodrug, ISPAC2016, 

Borneo Convention Centre Kuching, Sarawak, Malaysia, 2016 年 8 月 

 

421. M. Shoji, K.-i. Shimizu, M. Tomita, K.-i. Fuhshuku, and T. Sugai, Formal Synthesis of 

Madindoline A, Utilizing Yeast-mediated Reduction and Oxidative Cleavage of Hemiacetal, 27th 

European Colloquium on Heterocyclic Chemistry, Beurs van Berlage, Amsterdam, The 

Netherlands, 2016 年 7 月 

 

422. K. Kuwata, K. Hanaya, T. Sugai, and M. Shoji, Synthetic Study toward Highly Oxidized Tricyclic 

Terpenoids, 27th European Colloquium on Heterocyclic Chemistry, Beurs van Berlage, 

Amsterdam, The Netherlands, 2016 年 7 月 

 

423. B. Fujitani, K. Hanaya, T. Sugai, and M. Shoji, Synthetic Study of Modified Sugar Moiety Having 

Adjacent Cyclic Acetals, 27th European Colloquium on Heterocyclic Chemistry, Beurs van 

Berlage, Amsterdam, The Netherlands, 2016 年 7 月 

 

424. Y. Yamashita, T. Kurihara, T. Horiguchi, A. Miki, M. Shoji, T. Sugai, and K. Hanaya, Approach 

toward convergence into single enantiomer in enzyme-catalyzed kinetic resolution of racemic 

mixture, 17th Tetrahedron Symposium, Meliá Sitges, Sitges, Spain, 2016 年 6 月 

 

425. K. Hanaya, A. Sasaki, M. Shoji, T. Sugai, Development of self-immolative aminosulfonate linker 

for prodrug, 17th Tetrahedron Symposium, 17th Tetrahedron Symposium, Meliá Sitges, Sitges, 

Spain, 2016 年 6 月 

 

426. R, Tsunekawa, N. Natori, M. Hataoka, S. Sakurai, K. Hanaya, M. Shoji, T. Sugai, Pros and cons 

between whole-cell microorganisms and Chiralscreen® in the quest of best biocatalyst for 

asymmetric reduction, PACIFICHEM 2015, Honolulu, USA, 2016 年 12 月 

 

427. N. Natori, M. Shoji, T. Sugai, K. Hanaya, Recognition of remote stereogenic center in 

lipase-mediated kinetic resolution of 1,3-benzodioxols, useful scaffold of chiral derivatizing 

reagents, PACIFICHEM 2015, Honolulu, USA, 2016 年 12 月 
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428. K. Kuwata, K. Hanaya, T. Sugai, M. Shoji, Synthetic study of tricyclic terpenoids via convergent 

strategies, PACIFICHEM 2015, Honolulu, USA, 2016 年 12 月 

 

429. M. Furuta, K. Hanaya, T. Sugai, M. Shoji, Divergent synthesis of pseudoenatiomers toward 

ABC-ring moiety of steroids, PACIFICHEM 2015, Honolulu, USA, 2016 年 12 月 

 

430. M. Shoji, K.-i. Shimizu, M. Tomita, K.-i. Fuhshuku, T. Sugai, Formal synthesis of madindoline A 

via enzymatic discrimination of quaternary carbon center, PACIFICHEM 2015, Honolulu, USA, 

2016 年 12 月 

 

431. K. Hanaya, S. Yamazawa, M. Shoji, T. Sugai, Preparation of BSA-based hybrid enzyme 

containing multiple functions, PACIFICHEM 2015, Honolulu, USA, 2016 年 12 月 

 

432. K. Yashiro, S. Mandal, K. Hanaya, M. Shoji, T. Sugai, Enzyme-catalyzed phenolic acetyl group 

manipulation technology-1: Application to the synthesis of physiologically active natural products, 

PACIFICHEM 2015, Honolulu, USA, 2016 年 12 月 

 

433. ＊ １ ４  S. Hanamura, R. Kobayashi, K. Asami, K. Hanaya, M. Shoji, T. Sugai, 

Enzyme-catalyzed phenolic acetyl group manipulation technology-1: Application toward synthesis 

of glycosylated derivatives, PACIFICHEM 2015, Honolulu, USA, 2016 年 12 月 

 

434. ＊１３、１４ 須貝 威、花村 駿、花屋賢悟、庄司 満、木内文之：配糖体と酵素触媒を

活用する、有用ポリフェノール類の合成研究、日本農芸化学会関東支部大会、お茶の水女

子大学、東京、2015 年 10 月. 

 

435. ＊１７ 浜詰紘平、岡崎隼人、花屋賢悟、庄司 満、須貝 威、アミノ糖の位置選択的保護

を利用した有用糖質へのアプローチ、GlycoTOKYO 2015 シンポジウム、慶應義塾大学矢

上キャンパス、2015 年 10 月 

 

436. ＊１３、１４ 花村 駿、花屋賢悟、庄司 満、須貝 威：配糖体と酵素触媒を活用する有

用ポリフェノールの合成研究；GlycoTOKYO 2015 シンポジウム、慶應義塾大学矢上キャ

ンパス、2015 年 10 月 

 

437. K. Yashiro, K. Hanaya, M. Shoji, T. Sugai, Synthesis of Artepilin C, Based on Lipase-catalyzed 

Regioselective Deacetylaton, 12th Biontrans 2015, Reed Messe Wien GmbH Congress Center, 

Wien, Austria, 2015 年 7 月 

 

438. R. Tsunekawa, K. Hanaya, M. Shoji, T. Sugai, Biocatalytic Approach to Stereochemically 

Enriched Forms of 2-Hydroxychyclohexanecarboxylate Esters, 12th Biontrans 2015, Reed Messe 

Wien GmbH Congress Center, Wien, Austria, 2015 年 7 月 

 

439. N. Natori, M. Shoji, T. Sugai, K. Hanaya, Lipase-mediated Kinetic Resolution of 

1,3-Benzodioxols toward Development of New Chiral Derivatizing Reagents, 12th Biontrans 

2015, Reed Messe Wien GmbH Congress Center, Wien, Austria, 2015 年 7 月 

 

440. ＊１３、１４ S. Hanamura, S. Mandal, T. Itou, K. Hanaya, M. Shoji, T. Sugai, Lipase-catalyzed 

Regioselective Transformation of Acetate Esters in polyphenols, 12th Biontrans 2015, Reed Messe 
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Wien GmbH Congress Center, Wien, Austria, 2015 年 7 月 

 

441. ＊１３、１４ R. Kobayashi, S. Hanamura, T. Itou, K. Asami, T. Machida, S. Mandal, K. 

Hanaya, M. Shoji, T. Sugai, Importance of acetyl protective group in the integration of enzymatic 

and chemical transformations toward fine chemical synthesis, Active Enzyme Molecule 2014, 

Toyama International Conference Center, 富山、2014 年 12 月 

 

442. ＊１８ 岡崎隼人、植田裕二、大場 茂、羽田紀康、花屋賢悟、庄司 満、須貝、β－選択

的 Ferrier 反応を鍵段階とする、L-グルコースの合成研究、GlycoTOKYO2014 シンポジウ

ム、千葉大学園芸学部、千葉、2014 年 11 月 

 

443. ＊１３、１４ T. Sugai, Y. Matsuuchi, R. Kobayashi, T. Itou, K. Hanaya, M. Shoji, N. Hada, F. 

Kiuchi, Synthetic Approaches to Rare Flavonoids Based on Regioselective Transformation, 

ICP2014 & 8th Tannin Conference, Noyori Conference Center, Nagoya University, 名古屋、2014

年 9 月 

 

444. ＊１３、１４ 須貝威、松内佑輔、スサンタマンダル、花屋賢悟、庄司満、木内文之、位

置選択的変換を鍵段階とする、希少フラボノイド類の合成研究、日本農芸化学会関東支部

大会、埼玉大学、さいたま、2014 年 10 月 

 

445. ＊１８ 岡崎隼人、植田裕二、大場 茂、羽田紀康、花屋賢悟、庄司 満、須貝 威、D-グ

ルカールのフェリエ型反応を鍵段階とする希少糖質の合成ルート開拓、第 105 回有機合成

シンポジウム、東京工業大学大岡山キャンパス、東京、2014 年 6 月 

 

446. ＊１８ 岡崎隼人、植田裕二、大場茂、羽田紀康、花屋賢悟、庄司満、須貝威、グルカー

ルの β－選択的 Ferrier 反応を基盤とする、希少糖類の合成研究、GlycoTOKYO2013 シン

ポジウム、成蹊大学 4 号館ホール、東京、2013 年 10 月 

 

447. ＊１６ 小林遼平、花屋賢悟、庄司満、大場茂、須貝威、エラグ酸配糖体，オキカメリア

シドの合成、日本農芸化学会 2013 年度大会、東北大学農学部、仙台、2013 年 3 月 

 

448. ＊１８ 岡崎隼人、植田裕二、Jordi Calveras、花屋賢悟、庄司満、須貝威、トリアセチル

-D-グルカールを出発原料とする、4-O-メチル ManNAc の酵素－化学合成研究、

GlycoTOKYO2012 シンポジウム、慶應義塾大学芝共立キャンパス、東京、2012 年 11 月 

 

449. ＊１６ 小林遼平，花屋賢悟，庄司満，須貝威、エラグ酸配糖体、オキカメリアシドの全

合成研究；GlycoTOKYO2012 シンポジウム、慶應義塾大学芝共立キャンパス、東京、2012

年 11 月 

 

 
高橋 大介 
450. 高城美智、高橋大介、戸嶋一敦、還元糖を選択的に光分解するアントラキノン-ヒドラジ

ドハイブリッドの創製と AGEs 生成阻害への応用、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾

大学日吉キャンパス、2017 年 3 月 

 

451. 小林巧、栗木甫、松本優香、中山晴永、久住俊一、高橋大介、戸嶋一敦、抗生物質アクア

ヤマイシンの全合成、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、2017 年

3 月 
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452. 笠井章弘、小薗脩平、松原輝彦、佐藤智典、高橋大介、戸嶋一敦、硫酸化オリゴフコシド

三量体の合成とインフルエンザウイルス感染阻害活性、日本化学会第 97 春季年会、慶應

義塾大学日吉キャンパス、2017 年 3 月 

 

453. ＊４ 青柳学、岩田亮介、高橋大介、戸嶋一敦、新規有機光酸触媒の探索と環境調和型光

グリコシル化反応への応用、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、

2017 年 3 月 

 

454. 高木亮馬、高橋大介、戸嶋一敦、セラノスティクスを指向した ROS 応答型蛍光分子-光感

受性分子ハイブリッドの合成と機能評価、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉

キャンパス、2017 年 3 月 

 

455. 奥山真衣、高橋大介、戸嶋一敦、光感受性分子-糖ハイブリッドによるグリコシダーゼの

選択的光分解、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、2017 年 3 月 

 

456. ＊９ 梨子田淳希、西信哉、梶英輔、高橋大介、戸嶋一敦、有機ホウ素化合物を利用した

大腸菌由来糖鎖の位置および立体選択的合成研究、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾

大学日吉キャンパス、2017 年 3 月 

 

457. ＊１０  M. Tanaka, A. Nakagawa, D. Takahashi, K. Toshima, regio- and stereoselective 

glycosylation of unprotected sugar acceptors using boronic acid catalyst and its application to the 

synthesis of biologically active glycosides, 日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キ

ャンパス、2017 年 3 月 

 

458. ＊８、１０、１１、１２ 高橋大介、有機ホウ素化合物を活用した糖質科学の新展開、第

12 回機能性糖鎖講演会、鳥取大学地域学部、2016 年 12 月 

 

459. 久住俊一、中山晴永、小林巧、栗木甫、松本優香、高橋大介、戸嶋一敦、アクアヤマイシ

ンの形式全合成、第 110 回有機合成シンポジウム、早稲田大学国際会議場、2016 年 11 月 

 

460. ＊９ 西信哉、梨子田淳希、高橋大介、戸嶋一敦、ボロン酸触媒を用いた位置及び立体選

択的β-マンノシル化反応の開発と大腸菌由来糖鎖合成への応用、GlycoTOKYO2016 シン

ポジウム、東京工業大学大岡山キャンパス、2016 年 11 月 

 

461. ＊ ８  D. Takahashi, M. Tanaka, K. Toshima, New glycosylation method using 

glycosyl-acceptor-derived boronic ester catalyst and its application to total synthesis of a natural 

product, The 12
th
 Keio LCC - Yonsei CBMH Joint Symposium, Yagami Campus, Keio University, 

2016 年 10 月 

 

462. ＊４ 青柳学、高橋大介、戸嶋一敦、新規有機光酸触媒の探索と光グリコシル化反応への

応用、第 35 回日本糖質学会年会、高知市文化プラザかるぽーと、2016 年 9 月 

 

463. ＊１０ 中川彰、田中将道、高橋大介、戸嶋一敦、ボロン酸触媒を用いた無保護糖受容体

に対する位置及び立体選択的グリコシル化反応の開発、第 35 回日本糖質学会年会、高知

市文化プラザかるぽーと、2016 年 9 月 

 

464. ＊８、１１、１２ 高橋大介、有機ボロン酸の化学的特性を駆使した標的糖鎖の選択的合

成と光分解に関する研究、第 35 回日本糖質学会年会、高知市文化プラザかるぽーと、2016

年 9 月 

 

465. 高橋大介、天然硫酸化多糖フコイダン類縁体の系統的合成と生物活性、平成 28 年度日本
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応用糖質科学会東日本支部シンポジウム「糖質・糖鎖と生体の相互作用（クロストーク）」、

東京大学農学部弥生キャンパス弥生講堂、2016 年 7 月 

 

466. M. Okuyama, H. Ueno, Y. Kobayashi, H. Kawagishi, D. Takahashi, K. Toshima, Target-selective 

photo-degradation of AFP-L3 and selective photo-cytotoxicity against HuH-7 hepatocarcinoma 

cells using an anthraquinone-PhoSL hybrid, 4th National Tsing Hua University / Keio University 

Bilateral Symposium of Advanced Chemistry, Yagami Campus, Keio University, 2016 年 7 月 

 

467. 高城美智、高橋大介、戸嶋一敦、アントラキノン-ヒドラジドハイブリッドによる還元糖

の選択的光分解と AGEs 生成阻害への応用、日本ケミカルバイオロジー学会 第 11 回年

会、京都テルサ、2016 年 6 月 

 

468. 志村拓海、池田裕政、高橋大介、戸嶋一敦、光感受性分子-シクロオクチンハイブリッド

によるがん細胞表面修飾及び選択的光細胞毒性、日本ケミカルバイオロジー学会 第 11 回

年会、京都テルサ、2016 年 6 月 

 

469. 外川翔太、高橋大介、戸嶋一敦、光制御型酵素を指向したアントラキノン-酵素-ペプチド

ベクターハイブリッド分子の創製、日本ケミカルバイオロジー学会 第 11 回年会、京都

テルサ、2016 年 6 月 

 

470. ＊３、５ 木村智哉、江藤貴宏、岩田亮介、高橋大介、戸嶋一敦、ナフトール及び芳香族

チオウレアを有機光酸触媒として利用する光グリコシル化反応の開発、第 109 回有機合成

シンポジウム、東京工業大学大岡山キャンパス、2016 年 6 月 

 

 

テーマ２： 

藤本 啓二 

471. ＊５１ 藤本啓二、高分子微粒子の創りかたと医用高分子への活かしかた、高分子学会、

第 67回医用高分子研究会、東京、2017 年 3 月 

 

472. ＊５７ 加藤貴浩、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを 反応場としたアルギン酸

－PNIPAM ハイブリッドナノ粒子の創製と機能化、高分子学会、第 25 回ポリマー材料フ

ォーラム、名古屋国際会議場、2016 年 11 月 

 

473. 中村幸誠、福井有香、藤本啓二、微粒子型アトリアクターを用いた DNA ナノ構造体の構

築とメタル化、高分子学会、第 25 回ポリマー材料フォーラム、名古屋国際会議場、2016

年 11 月 

 

474. 野口恵美、福井有香、藤本啓二、ゲル微粒子の自発的埋没によるナノ表面層構築、高分子

学会、第 25 回ポリマー材料フォーラム、名古屋国際会議場、2016 年 11 月 
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－、東京理科大学研究推進機構総合研究院、平成 26 年度界面科学研究シンポジウム、東

京、2016 年 3 月 

 

491. ＊５５  K. Fujimoto, Y. Fukui, Assembly and functionalization of nano-objects from 

polymer-grafted proteins, Pacifichem 2015, Hawaii, Honolulu, USA, 2015 年 12 月 

 

492. Y. Fukui, K. Fujino, K. Fujimoto, One-pot synthesis of gold-polymer hybrid nanoparticles and 

tuning of their structures and colors, Pacifichem 2015, Hawaii, Honolulu, USA, 2015 年 12 月. 

 

493. ＊５７  H. Takamatsu, Y. Fukui, K. Fujimoto, Preparation of organic-inorganic hybrid 

nanoparticles by the miniemulsion system and construction of porous membranes, Pacifichem 

2015, Hawaii, Honolulu, USA, 2015 年 12 月 

 

494. K. Yamamoto, Y. Fukui, K. Fujimoto, Study on the mechanism of particle nano-indentation and 



（様式 2） 

 

法人番号 131015A01 

プロジェクト番号 S1201020 

 

nano-imprinting in terms of the interaction between particles and substrates, Pacifichem 2015, 

Hawaii, Honolulu, USA, 2015 年 12 月 

 

495. 大槻祐太、福井有香、藤本啓二、細胞とコアシェル型粒子との複合化によるハイブリッド
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ムおよびコロイドスポンジの創製、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大学、2014

年 9 月 

 

522. ＊５７ 小山皓大、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを用いた磁性粒子と多糖ナノ

粒子の複合化、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大学、2014 年 9 月 

 

523. ＊５５ 酒井大樹、福井有香、藤本啓二、ポリマーグラフト化によるタンパク質ナノ構造

体と機能化、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大学、2014 年 9 月 

 



（様式 2） 

 

法人番号 131015A01 

プロジェクト番号 S1201020 

 

524. 平川摩弥、福井有香、藤本啓二、光反応性と環境応答性を有するリポナノカプセルの創製

と機能化、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大学、2014 年 9 月 

 

525. ＊５７ 藤野香、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを用いた One-pot 合成による金

複合化ポリマーナノ粒子の創製と機能創成、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大

学、2014 年 9 月  

 

526. ＊５４ 武藤茜、福井有香、藤本啓二、中空ゲル微粒子への酵素封入による膨潤収縮制御

と機能創出、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大学、2014 年 9 月 

 

527. 大槻祐太、福井有香、藤本啓二、細胞と微粒子との複合化によるハイブリッド組織体の構

築、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大学、2014 年 9 月 

 

528. ＊５２ 岡部かすみ、福井有香、藤本啓二、ゲル微粒子とゲル薄膜をテンプレートとする

有機無機ハイブリッド体の構築、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大学、2014 年

9 月 

 

529. 国友凛、福井有香、藤本啓二、リン酸化キトサンを用いたリポナノカプセルの作製と多様

なナノウォールの構築、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大学、2014 年 9 月 

 

530. ＊５６ 黒田翔一、福井有香、藤本啓二、コアシェル型微粒子を用いた中空粒子の創製と

新規機能の付与、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大学、2014 年 9 月 

 

531. ＊５７ 高松秀行、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを用いた有機・無機ハイブリ

ッドナノ粒子の創製とモルフォロージ制御、高分子学会、第 63 回高分子討論会、長崎大

学、2014 年 9 月 
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545. ＊５５ 樺山成実、福井有香、藤本啓二、有機無機複合化による DNA ナノ粒子の創製と

機能化、第 35 回日本バイオマテリアル学会大会、東京、2013 年 11 月 

 

546. 亀山周平、福井有香、藤本啓二、リポナノカプセルの組織化による細胞足場材料の創製、

第 35 回日本バイオマテリアル学会大会、東京、2013 年 11 月 

 

547. ＊５５ 酒井大樹、福井有香、藤本啓二、ポリマーグラフト化によるタンパク質ナノ構造

体の構築、第 35 回日本バイオマテリアル学会大会、東京、2013 年 11 月 

 

548. 阿久津裕哉、福井有香, 藤本啓二、コアシェル型ナノ粒子の気液界面での組織化によるコ

ロイドスポンジの構築、高分子学会、第 62 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 

 

549. 尾崎ゆりか、福井有香、藤本啓二、微粒子アトリアクターを用いたナノファイバーネット

ワーク構造体の創製と機能化、高分子学会、第 62 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 

 

550. 亀山周平、福井有香、藤本啓二、リポナノカプセルの組織化によるバイオ基材の構築およ

び細胞足場材料への応用、高分子学会、第 62 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 

 

551. 紙本恵吏、福井有香、藤本啓二、 細胞表層におけるアルブミン-キトサン複合体からなる

プラットフォームの構築、高分子学会、第 62 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 

 

552. ＊５７ 小山皓大、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを用いた多糖ナノ粒子の

One-pot 創製、高分子学会、第 61 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 

 

553. 斉藤岳志、福井有香、藤本啓二、環境により界面活性能が変化するカメレオン粒子の作製

と組織化による構造体の形成、高分子学会、第 62 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 

 

554. ＊５５ 酒井大樹、福井有香、藤本啓二、グラフト化タンパク質を用いたナノオブジェク

トの構築、高分子学会、第 62 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 

 

555. 平川摩弥、福井有香、藤本啓二、光反応性ポリペプチドを用いたリポナノカプセルの創製

とカプセルウォールの改質、高分子学会、第 62 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 

 

556. ＊５７ 藤野香、福井有香、藤本啓二、ミニエマルション重合による金複合化ポリマーナ

ノ粒子の創製、高分子学会、第 62 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 



（様式 2） 

 

法人番号 131015A01 

プロジェクト番号 S1201020 

 

 

557. ＊５２ 武藤茜、福井有香、藤本啓二、中空ゲル微粒子の膨潤収縮による物質の封入と機

能発現の試み、高分子学会、第 62 回高分子討論会、金沢、2013 年 9 月 

 

558. ＊５５ 樺山成実、福井有香、藤本啓二、有機無機複合化による DNA ナノ粒子の創製と

機能化、高分子学会、第 42 回医用高分子シンポジウム、東京、2013 年 7 月 

 

559. 横手辰郎、福井有香、藤本啓二、組織マテリアル工学に基づく細胞の素材化と表面機能化
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2. 公開シンポジウム 

 第１回公開シンポジウム（平成 24 年 12 月 15 日） 

―グリーンイノベーションのための分子ナノテクノロジー拠点形成― 

・ 特別講演 

「セルロース、リグニン溶解性イオン液体のデザインとイオン液体による木材チップから
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の環境調和型リグニン抽出法の開発」 

伊藤 敏幸 先生 （鳥取大学大学院工学研究科教授） 

・ 本プロジェクト参加研究者１３名による研究報告 

日時：平成 24 年 12 月 15日、13:00-19:45 

場所：慶應義塾大学理工学部厚生棟大会議室 

（プログラムを公開：http://www.mngi.st.keio.ac.jp/event.html） 

 第２回公開シンポジウム（平成 25 年 12 月 14 日） 

―グリーンイノベーションのための“ものづくり” ― 

・ 特別講演 

「ブロック共重合体の精密制御とグリーンイノベーションへの展開」 

竹岡 裕子 先生 （上智大学理工学部物質生命理工学科）  

「蛋白質超構造体を用いた機能分子・材料の創製」 

小松 晃之 先生 （中央大学理工学部応用化学科）  

「高分子微粒子表面へのグラフト鎖導入による機能創出」 

谷口 竜王 先生 （千葉大学大学院工学研究科共生応用化学専攻） 

「自動車塗装における CO2排出量削減技術の開発について」 

正道 博士 先生 （日産自動車株式会社車両生産技術本部） 

・ 本プロジェクト参加研究者１名による研究報告  

日時：平成 25 年 12 月 15日、13:00-17:00 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス 14 棟 204号室 

（プログラムを公開：http://www.mngi.st.keio.ac.jp/event.html） 

 

 第３回公開シンポジウム（平成 25 年 12 月 21 日） 

―グリーンイノベーションとライフイノベーションの架け橋― 

・ 特別講演 

「糖類の位置選択的官能基化：保護基の利用を最小限にする全合成を目指して」 

川端 猛夫 先生 （京都大学化学研究所）  

「マイクロフロー合成を基軸とした集積合成法の開発と生体制御分子創製への展開」 

深瀬 浩一 先生 （大阪大学大学院理学研究科） 

「遺伝子発現の化学的制御を目指した機能性分子の創製とその機能性評価」 

永次 史 先生 （東北大学多元物質科学研究所） 

「キラルブレンステッド酸触媒による不斉合成」 

寺田 眞浩 先生 （東北大学大学院理学研究科） 

・ 本プロジェクト参加研究者１名による研究報告    

日程：平成 25 年 12 月 21日、14:00-17:15 

場所：慶應義塾大学日吉キャンパス 第 4校舎独立館 D205号室 

（プログラムを公開：http://www.mngi.st.keio.ac.jp/event.html） 

 第４回公開シンポジウム（平成 26 年 12 月 20 日） 

―グリーンイノベーションのための分子ナノテクノロジー拠点形成― 

・ 特別講演 

「グアニジン／(チオ)ウレア官能基複合型有機触媒の開発：生理活性物質合成への

展開・エントロピー制御」 

長澤 和夫 先生 （東京農工大学大学大学院工学研究院） 

・ 本プロジェクト参加研究者１３名による研究報告 

日程：平成 26 年 12 月 20日、13:30-17:45 
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場所：慶應義塾大学矢上キャンパス 14棟セミナールーム 3 

（プログラムを公開：http://www.mngi.st.keio.ac.jp/event.html） 

 第５回公開シンポジウム（平成 28 年 3 月 14 日） 

有機合成化学―効率化と環境調和性― 

・ 特別講演 

「ラジカル反応の活用による複雑分子構築の単純化」 

井上 将行 先生 （東京大学大学院薬学系研究科） 

「生体内合成化学治療：生きている動物内での直接的創薬研究」 

田中 克典 先生 （理化学研究所准主任研究員  

「糖タンパク質の精密化学合成：小胞体環境を維持する糖タンパク質 

品質管理機構の解明」 

梶原 康宏 先生 （大阪大学大学院理学研究科） 

「エステル・アミド縮合触媒の開発」 

石原 一彰 先生 （名古屋大学大学院工学研究科） 

「キノリノラトロジウム触媒を利用する新規分子変換反応の開発」 

垣内 史敏 先生 （慶應義塾大学大学院理工学研究科）    

日程：平成 28 年 3 月 14日、13:30-17:10 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス 厚生棟大会議室 

（プログラムを公開：http://www.mngi.st.keio.ac.jp/event.html） 

3. ジョイントシンポジウム 

 延世大学（韓国）とのジョイントシンポジウム（平成 24 年 10 月 26−27 日） 

日程：平成 24 年 10 月 26−27日 

場所：ANA ホテル札幌 

 延世大学（韓国）とのジョイントシンポジウム（平成 25 年 10 月 25−26 日） 

日程：平成 25 年 10 月 25−26日 

場所：延世大学 Science Hall 

 延世大学（韓国）とのジョイントシンポジウム（平成 26 年 10 月 24日） 

日程：平成 26 年 10 月 24日 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス 厚生棟大会議室 

 延世大学（韓国）とのジョイントシンポジウム（平成 27 年 10 月 30日） 

日程：平成 27 年 10 月 24日 

場所：延世大学 International Conference Room 1 

 延世大学（韓国）とのジョイントシンポジウム（平成 28 年 10 月 21−22 日） 

日程：平成 28 年 10 月 21−22日 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス 厚生棟大会議室 

 国立清華大学（台湾）とのジョイントシンポジウム（平成 26 年 3 月 13 日） 

日程：平成 26 年 3 月 13日 

場所：国立清華大学 MXIC Building 3F 

 国立清華大学（台湾）とのジョイントシンポジウム（平成 26 年 7 月 10 日） 

日程：平成 26 年 7 月 10日 

場所：国立清華大学 MXIC Building 3F 
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 国立清華大学（台湾）とのジョイントシンポジウム（平成 27 年 7 月 16 日） 

日程：平成 27 年 7 月 16日 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス 厚生棟大会議室 

 国立清華大学（台湾）とのジョイントシンポジウム（平成 28 年 3 月 11 日） 

日程：平成 28 年 3 月 11日 

場所：国立清華大学 Chemistry Building R121 

 国立清華大学（台湾）とのジョイントシンポジウム（平成 28 年 7 月 12 日） 

日程：平成 28 年 7 月 12日 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス 厚生棟大会議室 

4. 共催シンポジウム 

 第１回慶應有機化学若手シンポジウム（平成 25年 5 月 11 日） 

日程：平成 25 年 5 月 11日 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス マルチメディアルーム 

 第 2回慶應有機化学若手シンポジウム（平成 26年 5 月 10 日） 

日程：平成 26 年 5 月 10日 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス マルチメディアルーム 

 第 3回慶應有機化学若手シンポジウム（平成 27年 5 月 9日） 

日程：平成 27 年 5 月 9 日 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス マルチメディアルーム 

 第 4回慶應有機化学若手シンポジウム（平成 28年 5 月 7日） 

日程：平成 28 年 5 月 7 日 

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス マルチメディアルーム 

5. インターネットでの公開状況: 

http://www.mngi.st.keio.ac.jp/ で公開。 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

予定なし 

１４ その他の研究成果等 

【新聞、雑誌、その他マスコミ報道など】 

1. 新聞報道 

 戸嶋一敦、日刊工業新聞 平成 26年 6月 30日掲載、「慶大、海藻粘質成分「フコイダ

ン」の抗がん作用の一端解明」 

 山田徹、日刊工業新聞 平成 25 年 2 月 20 日掲載、「加熱以外の効果あり？マイクロ

波 不斉合成反応 1000 倍」 

 山田徹、日刊工業新聞 平成 24年 6月 27日掲載、「室温で炭素―炭素結合、CO2原

料と銀触媒で」 

2. 雑誌紹介（米国化学会機関誌） 

 山田徹、MICROWAVES STAY FAST AND MYSTICAL, Chemical&Engineering 

News, 92, 26-28 (2014). 
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【特許】 

 ＊４５、７９ 「紫外線吸収剤又は赤外線遮断剤含有水性組成物の紫外線防御効

果又は赤外線防御効果の測定方法及び測定装置」、特願 2016-174084（平成 28年 9

月）、発明人：朝倉浩一、黒田章裕 

 *７８ 「光電変換素子及びπ共役型有機ラジカル化合物」、特許第 5996255 号（平

成 28 年 9月）、発明人：松岡直樹、吉岡直樹 

 ＊４６、８０ 「回転霧化式静電塗装装置のベルカップ」、特許第 5830612 号（平成

27 年 10 月)、＜国際出願の各国移行＞ロシア：2015116529(平成 27 年 4月)、インド：

443/CHENP/2015(平成 27 年 4 月)、欧州：13844063.1(平成 27 年 4 月)、中国：

201380051636.2(平成 27年 4月)、ブラジル：BR1120150073670(平成 27年 4月)、イン

ドネシア：P-00201501935(平成 27年 4月)、メキシコ：MX/a/2015/003952 (平成 27 年

3 月)、タイ：1501001803(平成 27 年 3 月)、米国：14/428536(平成 27 年 3 月)、＜国際

公開＞WO2014/054438(平成 26年 4月)、＜出願＞特願 2014-539665(優先権主張番

号：特願 2012-219084(平成 24 年 10 月))、発明人：三友裕之、倉田達樹、太田資良、

酒井翔、朝倉浩一、志澤一之、菅原英夫 

 ＊４５、７９ 「化粧料の紫外線防御効果の測定方法、測定装置、及び測定値の

表示方法」、特許第 5825654 号 (平成 27 年 10 月 )（特開 2012-63180、特願

2010-206174）、発明人：朝倉浩一、黒田章裕 

 「高撥水性組成物」、特許第 5466356 号（平成 26 年 1 月)（特開 2008-101197、特願

2007-227523）、発明人：朝倉浩一、黒田章裕、柴田直樹 

 ＊４５、７９ 「微細凹凸形成方法」、特許第 5283819 号（平成 25 年 6 月)（特開

2006-320872、特願 2005-148587）、発明人：朝倉浩一、黒田章裕、武重日香里、石原

司 

 *７６ 「抗腫瘍活性を有する硫酸化オリゴフコシド類」、特願 2013-150907（平成 25

年 7月）、発明人：戸嶋一敦、高橋大介、小柴望実 

 *２０、２１、７７ 「複素環化合物の製造方法」、特願 2013-105764（平成 25 年

5月）、発明人：石田智信、菊地哲、坪龍志、山田徹 

 

【受賞】 

1. 本プロジェクトの成果を発表した研究者および学生の受賞（プロジェクト期間内） 

 論文賞 

・ ＊２３ 日本化学会 Bull. Chem. Soc. Jpn. Award: Microwave Specific Effect on 

Catalytic atropo-Enantioselective Ring-Opening Reaction of Biaryl Lactones, S. 

Tashima, K. Nushiro, K. Saito, T. Yamada, Bulletin of the Chemical Society of Japan, 89, 

833-835(2016). 

・ ＊５８ Analytical Science 誌 Hot Article Award: Temperature-responsive Solid- 
phase Extraction Column for Biological Sample Pretreatment, M. Akimaru, K. Okubo, 

Y. Hiruta, H. Kanazawa, Analytical Sciences, 31,881-886 (2015). 

 講演賞またはポスター賞 

・ ＊９ 受賞者：西信哉、賞名：GlycoTOKYO2016シンポジウム「ポスター賞」 

理由：「ボロン酸触媒を用いた位置及び立体選択的β-マンノシル化反応の開発と大

腸菌由来糖鎖合成への応用」による （GlycoTOKYO2016 シンポジウム）、授賞日：平
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成 28 年 11月 

・ ＊１４、１５ 受賞者：恒川龍二、賞名：GlycoTOKYO2016 シンポジウム「ポスター

賞」 

理由：「配糖体の合成や分解を利用する有用物質調製の試み」による （GlycoTOKYO 

2016シンポジウム）、授賞日：平成 28 年 11 月 

・ ＊６１ 受賞者：秋丸倫子、賞名：Best Presentation Award for Young Scientists 

理由：「DNA アプタマーを用いた温度応答性アフィニティー精製法の開発」による （第

27回クロマトグラフィー科学会議）、授賞日：平成 28 年 11月 

・ ＊５７ 授賞者：高林浩平、賞名：第 65回高分子学会年次大会優秀ポスター賞  

理由：「ミニエマルション水滴内における無機物質の生成とポリマー複合化」による 

（高分子学会、第 65回高分子年次大会）、授賞日：平成 28 年 6月 

・ ＊６０ 受賞者：西本泰平、賞名：Best Poster Award for Young Scientists 

理由：「アミノ酸由来モノマー導入により分子認識能を持たせた温度応答性クロマトグ

ラフィー」による （第２３回クロマトグラフィーシンポジウム）、授賞日：平成 28 年 6月 

・ *４２ 受賞者：須貝智也、賞名：第 71 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム 

若手講演賞 

理由：「(-)-Kaitocephalin の合成研究」による （第 71 回有機合成化学協会関東支部

シンポジウム）、授賞日：平成 28 年 5 月 

・ *４０ 受賞者：中山泰彰、賞名：第 96春季年会 学生講演賞 

理由：「連続的 Overman/Claisen転位の開発と(-)-Neostenineの全合成」による （日

本化学会第 96春季年会）、授賞日：平成 28 年 4月 

・ ＊５８ 受賞者：Akimaru Michiko、賞名：Poster Presentation Award 

理由：「Development of temperature-responsive solid-phase extraction column for 

biological sample pretreatment」  による  （RSC Tokyo International Conference 

2015）、授賞日：平成 27 年 9月 

・ ＊５８ 受賞者：秋丸倫子、若手ポスター賞 

理由：「生体試料の前処理への応用を目指した温度応答性固相抽出カラムの開発」

による （第 22 回クロマトグラフィーシンポジウム）、 授賞日：平成 27 年 5月 

・ *１９ 受賞者：深谷圭介、賞名：第 95春季年会 学生講演賞 

理由：「タキソールの合成」による （日本化学会第 95春季年会）、  授賞日：平成 27

年 4月 

・ ＊８ 受賞者：中川彰、賞名：GlycoTOKYO2014シンポジウム「ポスター賞」 

理由：「ボロン酸-糖受容体エステルを触媒とした位置及び立体選択的グリコシル化反

応の開発と配糖体天然物合成への応用」による （GlycoTOKYO2014シンポジウム）、

授賞日：平成 26年 11 月 

・ ＊７ 受賞者：木村智哉、賞名：GlycoTOKYO2013シンポジウム「ポスター賞」 

理由：「アルコールの不斉を識別するグリコシル化反応の開発と配糖体天然物合成へ

の応用」による （GlycoTOKYO2013シンポジウム）、授賞日：平成 25 年 10月 

・ ＊５５ 受賞者：樺山成実、賞名：医用高分子シンポジウム「ポスター 最優秀賞」 
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理由：「有機無機複合化による DNA ナノ粒子の創製と機能化」による （高分子学会、

第 42回医用高分子シンポジウム）、授賞日：平成 25 年 7 月 

・ *４０、４１ 受賞者：中山泰彰、賞名：第 44 回複素環化学討論会優秀口頭発表賞 

理由：「連続的 Overman/Claisen 転位の開発と(-)-Stemoamide の全合成」による 

（第 44 回複素環化学討論会）、授賞日：平成 24 年 9月 

 その他の受賞 

・ *８ 受賞者：高橋大介、賞名：「平成 27 年度 東京糖鎖研究会奨励賞」 

理由：「有機ホウ素化合物の化学的特性を利用した標的糖鎖の選択的合成と光分解

に関する研究」による、授賞日：平成 27年 10 月 

・ *８ 受賞者：高橋大介、賞名：「平成 26 年度（第 27 回）有機合成化学協会カネカ研

究企画賞」 

理由：「ボロン酸-アクセプターエステル触媒を用いた新規高選択的かつ環境調和型

グリコシル化反応の開発と応用」による、授賞日：平成 27 年 2月 

・ *３１、３３ 受賞者：犀川陽子、賞名：「平成 26 年度日本化学会女性化学者奨励

賞」 

理由：「合成終盤の骨格形成による有用ポリケチド類の効率的合成」による、授賞日：

平成 25 年 3 月 

 

2. 本プロジェクト参加研究者の受賞 （プロジェクト期間内） 

・ 受賞者：高橋大介、賞名：「2016 年度（第 35 回）有機合成化学奨励賞」 

授賞日：平成 29年 2月 

・ 受賞者：戸嶋一敦、賞名：「2015 年度有機合成化学協会 第一三共・創薬有機化学

賞」 

授賞日：平成 25年 3月 

・ 受賞者：戸嶋一敦、賞名：「平成 26年度（第 32 回）日本化学会学術賞」 

授賞日：平成 27年 3月 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 個別の研究成果の集約に留意されたい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 個別の研究成果の集約に関しては、公開シンポジウムの開催、毎年度末に研究報告書を

作製・配布、及び研究業績をインターネット上で公開（ＨＰ：http://www.mngi.st.keio.ac.jp/）し、

各々の研究の進捗状況を確認できる環境を作ることで対応した。その結果、集約された研究

成果を、構成メンバーが広く共有することが可能となり、以下の共同研究が精力的に展開さ

れ、中間評価時までに共著での成果を挙げた。 

 戸嶋・片山：キシランのイオン液体を反応媒体とする１段階配糖化法の開発（＊１） 

 片山・戸嶋：イオン液体中に分散した金属ナノ粒子触媒を利用した有機合成反応の開

発（＊７２、７３） 

 須貝・羽田：化学―酵素法による配糖体の合成（＊１３、１７） 



（様式 2） 

 

法人番号 131015A01 

プロジェクト番号 S1201020 

 

 千田・須貝：化学―酵素法による天然生理活性物質の合成（＊１９（学会発表）） 

 朝倉・高尾：キラル自触媒化学反応系における確率論的挙動の発生機構解析とその

制御（未発表） 

 このように、個別の研究成果の集約により、共同研究が活発化し、新技術・新材料の創製

が期待される成果を得ることができた。中間評価以降も、研究成果の集約を意識し、共同研

究を活発化させることで、本プロジェクトの目標達成に向けてプロジェクトを遂行した。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 現時点でグループを超えた共同研究の連携も始まっているようで、すでに得られている重

要成果を核に課題を整理し、プロジェクトのポイントとなる特色を出すように努力することが期

待される。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 中間評価時から継続的して、公開シンポジウムの開催、研究報告書の作製・配布、及び研

究業績のインターネット公開を行うことで、さらにグループ間の連携を強化し、上記の共同研

究の成果に加えて、これまでに本プロジェクトに関する共著での多くの成果を挙げた。 

 戸嶋・片山：イオン液体を用いたバイオマス糖質キトサンからの効率的配糖体合成法

の開発（＊２） 

 片山・戸嶋：イオン液体中に分散した金属ナノ粒子触媒を利用した有機合成反応の開

発（＊７３、７４、７５） 

 戸嶋・高橋：新規有機光酸触媒の探索及び有機光酸触媒を用いた環境調和型グリコ

シル化反応の開発（＊４、５） 

 高橋・戸嶋：有機ホウ素化合物を触媒とした新規立体選択的グリコシル化反応の開発

と有用物質合成への応用（＊８、９、１０、１１、１２） 

 千田・須貝：化学―酵素法による天然生理活性物質の合成（＊１９） 

 朝倉・高尾：キラル自触媒化学反応系における確率論的挙動の発生機構解析とその

制御（＊４３（学会発表）） 

 今後も、本プロジェクトで得られた重要研究成果の更なる集約により、次世代のグリーンイ

ノベーションのための分子ナノテクノロジーの創出・発展が期待される。 
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１６ （千円）

131015A01

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

76,329 77,490 0

0

21,735

132,084

153,819

0

0

27,548

0

0

0

0

29,996

0

0

0

28,496

0

0

0 00 0

0 0

69,084 63,000 0 0 0 0

7,245 14,490

0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

14,548 13,000

14,496 14,000

15,996 14,000

13,997 13,000

0

7,245 14,490

26,997

0

0

0

21,735

19,047

0

研究費

平
成
2
7
年
度

設 備

装 置

設 備

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

総 計

総

額

研究費

設 備

研究費

平
成
2
8
年
度

平
成
2
4
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

平
成
2
6
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1201020

10,047 9,000

設 備

平
成
2
5
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設
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131015A01法人番号

１７
（千円）

慶應義塾大学理工学部 9
慶應義塾大学薬学部 2 30

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

183

補助主体

私学助成

補助主体

4,992 4,992
マルチ分取ＨＰＬＣ装置 H27 LC-Forte/R 1 （週平均）6 4,900 4,900

H26

14,490
（週平均）12 899 899

Nano ITC-LV 1 （週平均）15超高感度等温滴定型カロリメータ nano ITC H24

SpectraMax i3 1 （週平均）6マイクロプレート検出システム

インテリジェント蛍光検出器 H25 FP-2025 1
21,735

1,509 m
2

200 m2

研究施設面積

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

0

（研究装置）

研究室 等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（情報処理関係設備）

（研究設備）

整備年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）
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131015A01法人番号

１８ 研究費の支出状況 （千円）
テーマ１＊（テーマ２と共通の項目を併せて記載）

  平成 年度

テーマ2
  平成 年度

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,947 試薬、器具 7,947

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

図　　　　書

24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

物性測定用試薬、試験管などのガラス器具、公開シンポジウムの要旨集印刷代など

研究支援推進経費

計 0

ポスト・ドクター

計 0
図　　　　書

（兼務職員）

教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

（会議費） ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

計 8,067 8,067

旅費交通費 93 学会及びシンポジウム出張費、シンポジウム講師招聘旅費 93 学会出張費など

報酬・委託料 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

通信運搬費 27 消耗品等の運搬費 27 消耗品等の運搬費

印刷製本費

光　熱　水　費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額

年　　　度 24

研究支援推進経費

計 0

主　な　使　途

延世大学とのジョイントシンポジウム外部講師招聘旅費など

ホームページ作製委託費*（テーマ１、２共通）
延世大学とのジョイントシンポジウム会議費など*（テーマ１、２共通）

527 時給　1000円，年間時間数　456時間

10,453

527 実験・事務補助

10,453

実人数　1人*（テーマ１、２共通）

0

教育研究用機器備品

527

ポスト・ドクター

（兼務職員）

527
教育研究経費支出

151

ホームページ作成費、シンポジウム講演謝金 376
シンポジウム会議費、シンポジウム用会場賃貸料 151

学会及びシンポジウム出張費、シンポジウム講師招聘旅費 202

28消耗品等の運搬費

9,696 有機合成用試薬及び溶媒、フラスコなどのガラス器具、公開シンポジウムの要旨集印刷代など試薬、器具

金　　額

年　　　度

計

報酬・委託料
旅費交通費

376

消耗品等の運搬費

9,696

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

28

計

計

人件費支出

通信運搬費
印刷製本費

202

（会議費）

光　熱　水　費
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131015A01法人番号

テーマ１＊（テーマ２と共通の項目を併せて記載）
  平成 年度

テーマ2
  平成 年度

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 ＊（主として使用するテーマ１に記載）

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 11,526 試薬、器具 11,526 物性測定用試薬、試験管などのガラス器具、公開シンポジウムの要旨集印刷代など

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

年　　　度 25

研究支援推進経費

585 時給　1000円，年間時間数　504時間

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 899 899 インテリジェント蛍光検出器FP-2025

（兼務職員）

金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,122 試薬、器具 13,122 有機合成用試薬及び溶媒、フラスコなどのガラス器具、公開シンポジウムの要旨集印刷代など

小  科  目 支　出　額

研究支援推進経費

計 0

ポスト・ドクター

計 0
図　　　　書

（兼務職員）

教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

（諸謝金） 204 講演謝金 204 外部講師シンポジウム講演謝金など

計 11,860 11,860

旅費交通費 129 学会及びシンポジウム出張費、シンポジウム講師招聘旅費 129 公開シンポジウム外部講師招聘旅費など

報酬・委託料

通信運搬費 1 消耗品等の運搬費 1 消耗品等の運搬費

印刷製本費

光　熱　水　費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額

計 0

ポスト・ドクター

計 899 899
図　　　　書 ＊（主として使用するテーマ１に記載）

計 585 585

実人数　1人＊（テーマ１、２共通）
教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 585 実験・事務補助

（諸謝金） 205 講演謝金 205 外部講師シンポジウム講演謝金など

計 13,653 13,653

旅費交通費 320 学会及びシンポジウム出張費、シンポジウム講師招聘旅費 320 公開シンポジウム外部講師招聘旅費など

報酬・委託料 2 修理費 2 物品の修理費

通信運搬費 4 消耗品等の運搬費 4 消耗品等の運搬費

印刷製本費

光　熱　水　費

積　　算　　内　　訳
主　な　使　途

年　　　度 25



（様式2）

131015A01法人番号

テーマ１＊（テーマ２と共通の項目を併せて記載）
  平成 年度

テーマ2
  平成 年度

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,992 4,992 マイクロプレート検出システム

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,782 試薬、器具 11,448 物性測定用試薬、試験管などのガラス器具など

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

年　　　度 26

研究支援推進経費

時給　1000円，年間時間数　544時間

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ２に記載）

（兼務職員） 621

金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,708 試薬、器具 12,708 合成実験、物性測定用試薬、器具など

小  科  目 支　出　額

研究支援推進経費

計 0

ポスト・ドクター

計 4,992 4,992
図　　　　書 ＊（主として使用するテーマ２に記載）

（兼務職員）

教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

（諸謝金）（会議費） ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

計 10,934 11,738

旅費交通費 88 学会出張費 290 学会出張費

報酬・委託料 64 実験器具の加工委託費 実験器具の加工委託費

通信運搬費
印刷製本費 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

光　熱　水　費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額

計 0

ポスト・ドクター

計 0
図　　　　書

計 621 621

621 実人数　1人＊（テーマ１、２共通）
教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 実験・事務補助

（諸謝金） 199 講演謝金 199 外部講師シンポジウム講演謝金など

計 13,449

旅費交通費 88 学会出張費 88 学会出張費

報酬・委託料

通信運搬費 2 消耗品等の運搬費 2 消耗品等の運搬費

印刷製本費 277 シンポジウム要旨集印刷代等 277 公開シンポジウムなどの要旨集印刷代など*（テーマ１、２共通）

光　熱　水　費

積　　算　　内　　訳
主　な　使　途

年　　　度 26

（会議費） 175 シンポジウムに伴う飲食代 175 シンポジウムに伴う飲食代

13,449
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131015A01法人番号

テーマ１＊（テーマ２と共通の項目を併せて記載）
  平成 年度

テーマ2
  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 ＊（主として使用するテーマ１に記載）

教育研究経費支出
計 0

人件費支出 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）
（兼務職員）

計 10,529 10,529

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料
（諸謝金） ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

印刷製本費
旅費交通費 88 学会出張費 88 学会出張費

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,441 試薬、器具 10,441 合成実験、物性測定用試薬、器具など

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 27

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 ＊（主として使用するテーマ１に記載）

計 4,900 4,900

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,900 マルチ分取ＨＰＬＣ装置 4,900 フラクションコレクタ　Forte/FR

教育研究経費支出
計 619 619

人件費支出 619 実験・事務補助 619 時給　1100円，年間時間数　558時間
（兼務職員） 実人数　1人＊（テーマ１、２共通）

計 12,448 12,274

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料
（諸謝金） 133 講演謝金 133 外部講師シンポジウム講演謝金など（テーマ１、２共通）

印刷製本費 174 シンポジウム要旨集印刷代、報告書印刷代 シンポジウム要旨集印刷代、報告書印刷代（テーマ１、２共通）

旅費交通費 199 学会及びシンポジウム出張費 199 学会およびシンポジウム出張費、シンポジウム講師招聘旅費

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 11,942 試薬、器具 11,942 合成実験、物性測定用試薬、器具など

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容



（様式2）

131015A01法人番号

テーマ１＊（テーマ２と共通の項目を併せて記載）
  平成 年度

50

テーマ2
  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

教育研究経費支出
計 0

人件費支出 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）
（兼務職員）

計 12,181 12,181

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

（諸謝金）（会議費） ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

印刷製本費 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ１に記載）

旅費交通費

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,181 試薬、器具 12,181 物性測定用試薬、試験管などのガラス器具など

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 28

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 ＊（テーマ１、２共通のためテーマ２に記載）

教育研究経費支出
計 685 685

人件費支出 時給　1100円，年間時間数　618時間
（兼務職員） 685 685 実人数　1人＊（テーマ１、２共通）

計 14,682 14,682

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 34 修理費、検査費 34 修理費、検査費*（テーマ１、２共通）

（会議費） 20 シンポジウムに伴う飲食代 20 シンポジウムに伴う飲食代*（テーマ１、２共通）

印刷製本費 190 シンポジウム要旨集印刷代等 190 公開シンポジウムなどの要旨集印刷代など*（テーマ１、２共通）

旅費交通費

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 14,388 試薬、器具 14,388 有機合成用試薬及び溶媒、フラスコなどのガラス器具など

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 28

（諸謝金） 講演謝金 50 外部講師シンポジウム講演謝金など*（テーマ１、２共通）
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